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利用者の立場で

理工学情報センター

有賀一良1;

（工学部教綬／後械工学〉

～・新所長の抱負

十分理解し，思い遣りをもつことである。 それには利用

者が自己中心に走らず図書の依重な扱い，情報整惑への

協力，快適な環境保全などいわゆる利用者eとしてのエチ

ケットを守るよう配慮すると同時に，利用者の情報収集

に対し職員の親身なレフアレンスサービスと環境整備に

対する積極性を失わないことが必要であろう。

以上のような問題点を理工学情報センターにいかに反

映するかは甚だ難しいが，素人なりの私見を述べさせて

いただくと以下のようになる。あらゆる考えを含むすべ

ての資料をもっという建前からすると，図書館にとり図

書の充実，整備をはかることが何にも増して大事である

が，現実的には周閣の条件との均衡を無視する訳にはい

この度，はからずも理工 かなL、。このような場合に重点主義を採らざるをえない

学情報センタ一所長に就任 のではないかと思う。幸い研究用資料は比較的実重な文

した。この際，門外漢の私 献が関係者ーのこれ迄の努力で備えられつつある。一方，

がこれまで利用者として抱 前所長のご指摘にもあるように学生用図設の整備が極め

いていた注文をもう一度思 て遅れている様に見受けられ，工学の発展進度に合致せ

い起こし．一体どのように情報センターの実際の運営と ず教育的に甚だ不具合に思われる。利用者の意見を反吠

結びつけることができるか改めて考えてみたいと思う。 した購入，整備方法を考えつつ充実をはかるのが急務で

現代のように情報化された時代でも最も手近かに接触 あろう。他方，工学が非常に多角化し，学際領戚の進展

できる情報源は苦手物であり雑誌であり，その公共的管 を思うi侍図書対象をさらに拡げ，従来不足している函を

理 ・公開の場が図書館，資料室である。必要な情報を図 合せ補充する必要があろう。一方，周辺地区における同

書館で手にしえた時の安培感と期待に反したI時の苛立た 様機関との連繋を深め，有無相補う姿勢で利用者への使

しさを手1開者の皆さんは経験されていることと思う。こ 宣をはかることも必要である。この際，情報センターの

れは当然ながら豊富な蔵書とその的確 ・詳細な所在の明 公共性からいって関連分野の部外者にも積極的に門戸を

示の必要性を意味しており，図書館の基本的機能の一つ 開放することにより周辺との連繋がはじめて具体化して

とみることができょう。反面，図書購入と収納空間に対 いくものと考える。現存の自習室などの有効利用法の検

する十分な経済的裏づけ，資料整理の最適化をはかる設 討も含め，内部の整備をはかりつつ，周辺に常に気を配

備，有能な人材の養或等を考えると基本的機能ながら無 る努力を忘れないことが望ましい。さらに省力化，高能

制限に図書， 人員数を拡充するのは不可能である。 こう 率化などのためのハード，ソフト面における改善に意欲

なると当然，他の図番館の情報収集状況が容易に利用者 を燃すと共に図書館の基本的機能，使命の充足度に対し

に提示されることが望ましくなる。現在図書館の重要な 常に点検を：在、つてはならないと思う。

機能と して窓口サーピス等で行われていることは，まだ 情報センターの技術的運営面に全く素人な私が敢えて

十分とは恩われない。 なしうることは利用者の立場を実感としてその途の専門

図書館は，従来，人と図書とのみの接触の場と考え， 家に伝え，共に解決に努力し折角充実しつつある理工学

利用者は周囲との隔絶に細心の注意を払うのが常であっ 情報センターの歩みを後退させないことであろう。隔意

た。しかし利用者同志が不特定な資料の中から討論を重 のないご助言を賜わり，ご指導頂ければ幸いである。

ね，その価値づけをする必要性が繕えており，こういっ

た人から人への情報交換のできる場を図番館に求めるの 注〉筆者は任期途中で高等学校長に転出した堀内敏夫

も一つの利用法になろう。 君の後を承けて昭和52年7月1日から理工学情報

図書館は利用者にとり快適でなくてはならないが，単 センタ一所長に就任した。任期は前任者の残任期

に設備が良いばかりでなく手i開者，職員がお互の立場を 問で53年3月31日まで。
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のイデ・オロギー的表現とみて，自己の理論展 完
聞において学史研究が不可欠であると考えて 0 。
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松浦 保
* 
::E 。三回の図書館は，わが国における経済学史。

研究者にと っての宝庫である。最近，塾の財e::: 
〈 政難から図書購入が思うにまかせず，そのた
与J

r圃‘ めにこの名声がいつまでつづくか，ちょ っと
" ::E 心配だ。ともかくいまのところは，他大学カ。

らも文献の聞いあわせが多い。。
r:i::: わたくし自身の経験からいっても，ライフ
〈

ワークとなったイタリア経済学史研究への誘同

ド
因は，この図書館でうまれたといってよい。

* 
；雪 シュンペーターは，その著。

『経済分析の歴史』におい。
t民 て，イタリア経済学が二つ〈

ω の時期に，すなわちアダム・
卜司

* スミス直前と1卯O年前後に
::E 

おいて世界最高の水準にあ。。
ったことを指摘している。

r:i::: 
〈 1900年前後とは，イタリア
ω 

におけるローザンヌ学派のド
司長

経済学者ノfレー トたちが活
::E 。躍した時期である。一般均。

f真理論に興味をもっていたためか，わたくしr:i::: 
〈 にはなぜわが国の研究者がイタリアの研究を
同

E-< これまでおこなわなかったのかという ことが.. 
::E 気がかりであった。ちょう ど大学に残ったこ。

ろ，三田の図書館でクストディ編 『イタリア。
r:i::: 経済学古典全集』 50巻をみつけた。おそらく
〈

ω 当時わが国にこの全集はーセ ットかニセッ ト
ド

ぐらいしかなかっただろう。これはスミス直.. 
::E 前のイ タリア経済学を知る貴重な文献であっ。

た。直接的には，この全集を図書館でみつけ。
r:i::: たことが奇妙なイタリアという国にさまよい〈
同 こむ契機となったのである。
ト4

わたくしが経済学史研究に関心をもちはじ4時

いたから，このことは当然である。

しかしマルクス経済学者たちは，経済学の ミ
生成過程を経済的要因にかぎって分析す る 同

〉
刀。。
玄

が，もっと広い視点からこの問題をと りあっ

かえないものかといったことがわたくしには

問題であった。たとえばマンハイムとかデュ

Jレケームのよ うな立場で社会構造と社会理論 → 
の関係をとらえることもできる。最近では，

r:, 

〉

R・7 一トンが知識社会学の研究成果として ~ 

0 
~ 

『社会理論と社会構造』という著作をあらわ

しているが，このような分析視点を経済学史 骨

,-..l 

r:, 

〉
:;;:, 
0 
0 
玄.. 
→ 
何

〉
刀

だわらずに本をあさってし、 。
ると面白u、本にぶつかる。 ~ 
最近，米国のノーベノレ賞受 二
賞者を知識社会学の立場か 同

ら分析した。《SCIENTIFICELITE》という 見
書物に接した。 g 

この本は，ノーベノレ賞受賞者たちがどのよ 玄.. 
うな社会環境に育ち，どのような教育を うけ → 
どのような機関で研究をおこなハまたどの ~ 
ような径路で受賞できたかを詳細に調べあげ ヲ
ている。そして受賞後の学界への影響力など る

玄

研究にとりいれることがで

きるのではなかろ うか。

このごろでは経済学史研

究は，知識社会学のー領域

にすぎないのではないかな

どと思うこ ともある。そん

な気持で経済学史研究にこ

も評価している。 .. 
エリ ートという言葉は，C・W ・ミ／レズの → 

『パワー ・エリ ート』といった著作もあるよ ご
うに，このごろよく使われる。しかしなんと ; 

いってもパレートの 「エリ ート交替論」が有 空

名である。ある時代に大衆をひきつけて，支 工
~ めたころ，近代経済学の研究者のあいだには 配的な地位を確立したエリートも， やがては ＝ 
0 学史研究を無視する風潮が支配的であった。 大衆をひきつける魅力を失い，新しいエリー 〉

ミこの分野のほとんどすべてがマルクスの使徒 トにと ってかわられると，この理論は説く 0 6 
2であった。マルクスは，経済理論を社会体制 く以下18ページへ続く＞ ~ 
後 TEAROOM本 TEAROOM*TEAROOM*TEAROOM*TEAROOM本 TEAROOM*T E 発
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川川川＂＇川川川川

専 門雑誌との 出 会 い

大学2年の後期から

3年間の長期休学が，

理科から文科へと私の

専攻を転向させる動機となった。それまでさほど

興味をもたなかった心理学に籍をおくことになっ

た当初は，当然のことながら専門書を聞けて見る

気もおこらず，碁の好きな友人と研究室の片隅

で，あるいは狭い下宿先で時間をつぶした。 3学

年に編入したので，半年を過ぎたころから卒論準

備のための実験にとりかからなければならなくな

った。新制国立大学の創設期にあたり，その研究

室の貧弱さは誰れしもが認めるところである。そ

の中で比較的金めの物で小型の生体現象観測器が

1台おかれていた。増幅器とぺン書きオシロを組

み合わせたもので，説明書には脳波，GSR.と

ならべて筋電図の測定が可能とあり，それが私の

興味をそそった。早速表面電極法で腕の筋肉の動

きを調べてみると，力の入れ加減でぺン先の振幅

にかなりの変化が見うけられたのである。生理学

の書物を聞けてみると，たしかに筋電図は筋力に

比例してその値を増加させてはいるが，そのデー

タの単イ立が kgときわめて大きなものであること

を知った。一方，教室での講義を通じて多くの錯

視現象の存在を教えられ，その中に重さの錯覚が

含まれていることに気付いたのである。誰れし

もが経験する“綿一貫目と鉄一貫目とではどちら

が重いか”を筋電図で測ってみることができない

だろうかとャう素ぽくな疑問をもった。 しかしこ

の種の錯覚の微妙な感じ方の違いを測定しようと

するには，記録される値の単位があまりにも大き

すぎる。それからしばらく 生理学教室に通い銀銭

鷲見成 正
（経済学部教授／心理学〕

を電極針に使つての測定法を学んだ。しかしパノレ

ス波測定となると設備面での欠陥が目立ちはじ

め，無駄な実験の繰り返えしが多かった。その間，

この“大きさ一重さ”の錯覚をこれまでの人がど

のように取扱ってきたかを調べてみる必要を感

じ，専門本をしばしば聞けてみるよ うになった。

そこで気がついたことは，本の中の記述のすべて

といっていいほど，専門雑誌に掲載されている論

文を参照しているこ とである。芋づる式探索から

いく つかの論文を見出すことができたが，はじめ

て手にする雑誌のどれもがドイツ語で書かれてい

るのに困った。貧弱な語学力を駆使して文面から

なんとか理解の糸口を求めよ うと懸命であ った

が，そのような中で

Gesamte Physiologie des Mensch巴n und der 

Tie re，，，‘＇Zeitschrift fur Psychologie，，，‘‘Zeitschri-

ft fur Psychologie und Physiologie der Sinne-

sorgane・・ といったいずれをみても歴史の古さを

感じさせる雑誌の存在を知るようになったのであ

る。まるでくもりガラスに映った幻影のどこか一

部でもいU、から輪郭線を浮き上がらせたいとい う

気持で努力したが，長い論文の中によく出てくる

Einstellungとか VorstellungsgebiIdeとU、った

単語がどうも肝心な言葉らしいということが分っ

ただけで結局終ってしまった。

雑誌、PsychologischeForschung との出会い

は授業を通じてである。主任の盛永四郎先生の講

義は，国際心理学会へ日本を代表して出席された

前後でかな りの違いを生じた。以前の講義は知覚

的事実を中心にした細い分析であって，新入生に

とってあまり面白いものではなかった。しかしa帰

- 3ー
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国後の講義の中には，その言葉の端ばしに新しい

思考の枠ぐみが強烈ににじみでてきた。静かな口

調ではあるが内容は既成の理論に対する厳しい批

判に終始した。いまにして思えば，数年後に訪れ

るすべての生命活動停止の日を予想しての講義で

あったのかもしれな U、。 Psychologische Fors-

chungに掲載されている論文の引用はしば しば

講義の中でなされたが，実際に論文そのものに接

したのは演習であった。コピー技術のない当時，

タイプができる学生が原書を借りて論文全部を写

し，謄写印制にかけてテキストを作った。 古ぼけ

た木造家屋の中の小さな演習室に専攻生みんなが

集り，線電球の下，だるまストープを傍に置いて

先生の授業が進められた。ざら紙に印刷された論

文の一行ずつを丹念に読み進んで行く先生の言葉

1つ1つには，論文のすべてに通暁する者の自信

が満ちあふれていた。 “私はこの論文を 6, 7回

繰り返えして読んですべてを理解したつもりでい

たが， ドイツに行ったときにお前はそれだけの回

数しか読んでいないのかと逆に質問された。H と

か“論文の内容についてどんなことでもいい，疑

問質問があったら分るまで何回でも来なさい。”

といった言葉をなつかしく 思い出す。それにつけ

てもいまだに自信をもってこれだけのことを云い

切れる論文のー編すら持ち合わせていない自分が

なさけない。ゲシタ／レ ト心理学のエッセンスを示

したこの論文と先生の面影とが固く結びついて，

Psychologische Forsch ur】g の雑誌名は私にとっ

て終生忘れられないものとなった。後になってこ

の雑誌に自分の論文の掲載が許可されたときには

本当にうれしかった。先生はその学年末の授業の

数回を Metzger著“Psychologie”の一節を抜き

出してきてその解説にあてた。国際心理学会東京

開催の折来日した Metzger教授は， “今の若い

人が書く文章は私が奮いたものに比べるとずっと

難しい”と語っていたが，なかなかどうしてその

本の内容は暗号文の解読にも似て難解であった。

しかし教授と親しい盛永先生にはさほど難しさを

感 じなかったのであろう。学生に与える解説はき

わめて分り易いものであった。“Leib-Seele-Pro-

blemぺ“Bezugssystem’：そして“Einstellung”，

三題ぱなしにも似て，この3つの言葉が授業を通

じて私の頭の中で結びついたときに心理学に対す

る興味がわいてきた。必然的に卒論研究も筋力の

生理学的測定から重さの知覚的特性の分析へと移

っていったのである。

大学院学生として慶勝三回の研究室に入ったと

きには，まず雑誌の種類が多いのに目を見張っ

た。それまでは，見たいと思う雑誌はまず研究室

にないものと決めてかかっていたのに，実物がち

ゃんとそこに並んでいるので驚いた。図書館地下

に入って古い号の雑誌を手にしたときには，大学

の旧さをしみじみと感じ，直接書棚から自分の手

で文献を抜き出すことができるしあわせを味わっ

た。それまではドイツ中心の雑誌をみてきたが，

こんどはアメリカ中心の雑誌， AmericanJ. Psy-
chology, J. Experimen ta! Psychology, Psycho lo-

gical Review, Psychological Bulletin といった

雑誌に目を通す機会が多くなり，修士課程の2年

聞は，これら以外にも沢山の専門雑誌があること

を教えられ，それらをどのように読むかを習った

時代といえる。卒論実験は小川隆先生から助言を

いただいて運動視の装置と取り組むことになっ

た。物理的には直線軌道上を移動しているはずの

光点が，暗室内では全く違った軌道をえがu、て動

いて見えるのが面白く，毎日｜日第一研究室3階に

通って飽きもせずに光点の動きを眺めつづけた。

強い西日があたるとどうしても光が漏れてしまう

ので此処あそことふさぐのに苦労したことや，時

々窓を聞け東京タワーの高さが少しずつ伸びてい

くのを眺めたりしたことが思U、出されてなつかし

ν、。

昔，農村の夜祭りで車輪の縁にたいまつを取り

つけて走って行く率を見たガリレオが，たいまつ

の火が回転ではなくてサイクロイ ド状をえがいて

いくのを知り驚いたという記録がある。運動する

物の軌道の見え方については古くから報告が残さ

れていても，それを組織的に観察した例はあまり

- 4-
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多くない。小川先生の研究発表を契機にして短期

間集中的に多数の論文が日本で発表されているの

は大変めずらしいことである。このため，日本の

学会誌“心理学研究”のそのころの号をよく見る

ようになった。小川先生のすすめで実験結果をま

とめてこの心理学研究に掲載したのと， アメリカ

の Perceptualand Motor Skills誌が文献調査を

進めていたのがち ょう ど一致し，同誌に要約を送

ることになった。 このことがきっかけ となって 2

編ほど短い論文を掲載することになったが，その

際何度も封書の宛名に Univ.of Montana, Mi-

ssoula, Montanaとタイ プしたことから，以来こ

の雑誌を見るたびに住所を思い出すのである。

当時運動視研究のまとまった本と しては，

Sweden, Uppsala大学の Johansson博士による

“Configurations in event perception，，が知られ

ていた。現象記述に行きづまっていた私にとって

この本から受けた影響はきわめて大きい。 林錠蔵

先生と博士とはlb年に近い親しい間柄で，日頃か

らいろいろと聞かされてヤたせいもあってか日吉

の心理学研究室に博士が来訪された折，すこしも

初対面という感じをもたなかった。 Uppsala大学

から毎年送られてくる UppsalaReportそれに

雑誌 TheScandinavian J. Psychologyは博士の

あたたかい人柄をしのばせてくれる。現在，研究

室から不定期に刊行されている HiyoshiReport 

は， UppsalaReportに相当するものを研究室か

らぜひ出す必要があることを痛感された林先生の

尽力によるもので，この方はわれわれの努力で今

後発展させてL、かなければならない雑誌である。

Johanssonは，動きの知覚はすべて網膜面上に

投影される網膜像の変位にその基礎がおかれてし、

て，視覚系はその変位情報をうけとめベクトル分

析をほどこして視覚的世界を静止背景，運動枠，

ものの動きの 3者による構成へと変換してしまう

と考える。たしかに移動する列車の中で人が手を

振っているとき，地上に立っている人にはその手

が上下に動くように見えても波状の軌跡をえがく

ようには見えない。しかしながら，網膜面上で像

の変位が起こらなくても運動印象が発生するとな

ると，網膜面のみに記述のよりどころを求めるわ

けにはし、かなくなってくる。頭部と眼をまったく

固定してしまった観察者が前方におかれた静止視

標を見ているとき，左，あるし、は右に視線を意図的

にずらそうとすると視標はそちらに動いて見える

といわれている。そうなると求心性の変位情報を

2種類に分けて， 1つは実際に外界で発生する物

理的変化にもとづいて起こってくるもの， 他の 1

つは観察者の意図的随意的運動に伴って起こって

くるものとしなければならなくなってくる。視覚

系は後者の変位情報を何処かで相殺してしまい，

純粋に外界からの変位情報のみを受け入れる仕組

みを作り上げているにちがし、なし、。もし何らかの

原因でこの相殺が不完全なものになる と，その残

リの成分が中枢に伝達され結果として運動印象を

生じることになる。この脅えが運動視研究にと っ

て1つの新しU、アプロ ーチであることを示唆した

von Holstの論文が StudiumGeneraleに掲載

されているところから，この雑誌の名前を身近に

感じるようになってきた。 Zeitschriftfur inter-

diszipliniire Studien と副題がついているこの雑

誌はきわめてヨーロ ッパ的色彩の濃いもので，語

学力の無い私にはその内容を充分理解することは

できないけれども常に身辺に置いてばらばらペー

ジをめくり眺めていたい感じを抱かせる。この雑

誌を見ていると， vonHolstのような脅え方は決

して突然に現われたものではなくて， ヨーロ ッパ

の古い伝統的土壌に深く根ざした哲学的思想をそ

の背景においていることが少しずつ分ってくるよ

うな気がする。残念なことに1971年24巻でこの雑

誌は打ち切られてしまった。

研究にたずさわる人誰れしもがそうであろうと

思うのだが，自分にとって専門雑誌との出会いそ

の 1つ1つが自分の研究の流れの中のある時点と

深く結びついていて‘それぞれに思い出がこめら

れている。これから先どのよう な方向にその流れ

が進んでいくかによって，また新しい専門誌との

出会し、が始まることになるであろう。
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資材管理上の問題としては，①良いコレクショ

ンを揃える。つまりE重要な雑誌，図書の整備。

又，逆に資料価値の低下した資料に関して， 他を

ンターへの移管その他の処置について検討する必

要があ ります。②書架スペースが 100予もふさがっ

てしまったので，やむをえず製本雑誌1964まで

を，大学院共同研究室523へ移すことになり，全

面的な構成替えにより， 9月には，一段と使いや

すい書架を提供出来る予定です。③現在，継続中

の雑誌の内，索引 ・書誌類は専用の雑誌架を用意

しました。④三田情報センターとの問ではすでに

行っていますが，各々のセンターで所蔵又は受λ

検討中の図書館 ・情報学関係の雑誌および図書の

調整 ・協力を計ってゆければ少

い予算を互いに有効に生かせる

のではないでしょうか。

学外との協力活動としてはv

東大，国会図書館，図書館短大

の各資料室によって，洋雑誌の

所蔵を記録した“図書館学関係

洋雑誌総合目録”を作成する司王

が計画され， 9月末日までにデ

ータ提出が予定されています。

8月25日から 3日間富士吉田

で関かれた専門図書館協議会，

関東地区協議会の第13回ビジネス ・ドキュメンテ

ーション研究集会に参加しま した。各企業の資料

室，研究室の責任者の迫カに満ちた発表に？全員

強烈な刺激と感銘を受けました。

図書館・情報学科は， 僻地の小さな存在ですが，

それでも当然のことながら“大学図書館”の一部

であリ，かっ，特定の主題を持ち， 主として特定

の人々をサービス対象としているという意味では

“専門図書館” “研究図書館’でもあり，さらに何

よりも図書館学の教育用の図書館でもあるという

多面性のある性格を持っています。限られた条件

の中で，この多国性をどの様に実現してゆくかは

難かしいことだと思いますが，優秀なスタッフと

利用者を含む大勢の方々の協力で，心豊かに仕事

の出来る日々を創り出してゆきたいと願っており

ます。 （図書館 ・情報学科係主任）

＜スタッフルーム＞

図書館・情報学科図書室に移って

I l年間を過した四谷 ・医学情報センターから，

なつかしい青春時代をすごした三回に，本年6月

移り流れてまいりました。最初は三回は，企業で

いえば，本社だなと緊張し，しかしやがて，冷房

のないこと，氷の配給のあることでここも“三田

村”であることを確認し，さ らに，地理的にも，

人口密度上も，事務系4人，教員数人という意味

で，又， f育科研，電気室とも離れており，西校舎，

とくに図書館 ・情報学科は見＝

にも “僻地”でありました。

図書室を見ますと，あまりの

難題の多さに綾初は唖然とし，

次に失望のどん底に陥入り，最

後に怒り狂い，教授スタ ッフと

情報センタ一本部にあたり散ら

しました。ごめんなさい。

3カ月たった今，文字通り，

汗とほこりまみれで，ニッコ リ

しているゆとりはいまだに全然

ありませんが，情報センタ一本

部，情報センターの収書，雑誌室，参考係，複写

係ほかあらゆるセクションの方々の協力を得て，

やっとこさっとこやってお ります。

その結果，徐々に，具体的に前進して来ました

ので，少々御報告いたします。

洋書の選主主方法は，前任者の努カで教員3名と

の図書委員会の協カによって決定しました。その

結果， 1977年1月からの主要誌誌11誌の書評の教

員の分担制によるチェ ック，調整が行われ，現在

情報センターを通じて発注を開始しました。収

集 ・受入 ・整理業務としては，図書の注文，支払

い，登録など，又，目録カードに関しては，従来の

L C印刷iカードから 4月以降は， LC, MARC 

打出しカードの利用を実施しはじめ，情報センタ

ーの同様の業務システムの一環にのせるべく，現

在，各担当者と打合せの上，調整実施中です。

子美芙

，、、，、、．． 、.... 、、，、、，、、，、、，、、

中回

…；〈；
itt（
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アイデアとインフ ォーメーシ ョン

エメラノレド 色の日 吉

台，その上を泳ぐ白u、夏

雲，それらを縁どる撫の

緑陰が目に涼しく，読書や筆記に疲れた頭を休ま

せてくれる。ゆったりとした空間やセンタ一員と

利用者の銑張ばらない仕種も爽やかである。私は

ここ（矢上台の理工学情報センター2階〉で調べ

物をしたり，思索に耽ることが大好きである。今

日ここに座っているのは，編集委員のOさんから

依頼された“自分の研究と文献との出会い”につ

いて書くためである。書棚を一巡してみると，研

究の小ピリオドごとに重要だった 1冊 1冊の本が

自につく。でも，ゲーテの研究家なら必ず座右の

書とするであろうゲーテの原典のような物が私の

場合には思い浮かばない。とは言っても，一つの

思想体系を著わしたモノ グラフや個々の情報源と

しての雑誌は，実験とか他人との discussion と

ならんで私の研究のアイデアの源泉である。そこ

で，自分の研究テーマの誕生，実行そして発表と

いう過程でイ ンフ xーメーションとしての文献と

どのようなお付き合いがあるかを 2・3の提言も

交えて書く ことにしたい。

私の専攻分野を自分の担当している講義の名

で言うとすれば物性制御工学とでもなるだろう

か。りひらったく言えばこんなことである。磁石

は1個 1個の原子磁石（スピン）から成り立って

いて，それらのおEいが電子的媒介による団結カ

によってある種の秩序的な配列（強磁性あるいは

フェリ磁性配列という）をしている。カの性質は

違うが2つの棒磁石を各々中心から糸で吊るす

と，〔S-N〕〔S-N〕と揃おうとするのに似て

安西修一郎
（工学部応用化学科助搬）
物性制御工学 ／ 

いる。これを指で弾く と配列は滅茶苦茶になる。

これに対応するものが結晶中の原子の熱振動を通

しての媛乱カである。その兼ねあいで，ある温度

（キュリ一点やネーノレ点）以下でしか磁石とはな

らなし、。原子磁石の起源は電子的なものだから，

これが絡まって低温では非金属だったものが，転

移点以上では金属のような電気的挙動を示すこと

すらある。このような状態（相）の変化を各々磁気

転移あるいは電子相転移と呼ぶ。成分の一部を他

の元素で置き換えたり，あるいは圧力や熱膨脹に

よる原子間距離変化によって電子間あるいは原子

聞の力を変えれば，この転移現象は変化する。こ

のような変化を実験により測定し，他の方法によ

るデータをも良く説明出来る機構を研究するのが

第 1の目標である。勿論，この知識を利用して転

移点を制御し，室温以下でしか磁石にならない材

料を利用出来るようにするという実際的な目的も

ある。こんな訳で，対象とする文献も物理学，化

学，材料科学…ーとかなり広範囲にわたっている

し， 手掛けてきた研究の方法も色々である。そこ

で，それらをカバーするように4つの実例を用い

てお話ししよう。

（ケース 1) この分野に足を踏み入れたのは原

子力研究所固体物理研究室へ圏内留学した大学院

生の時である。この時分にはまだ自分で考え出せ

なかったので， K先生やH先生からテーマをいた

だいた。それは， MnTeという磁性体にネーノレ点

の上下で原子炉から出てく る遅い中性子をあて，

得られた反射像の違u、から原子磁石Mnの配列を

解析しようというものであった。 私は Schiffの

量子力学や Baconの中性子回折の本を紐解く ー
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方， ChemicalAbstracts (C. A.）でその物質に

ついてこれまでに報告されているすべて（グ〉の

情報を洗い出してみた。20数件出てきた文献のう

ち，この研究に必要な 2・3点（試料合成法，原

子磁石の磁場に対する温度挙動〉を集中的に勉強

した。この物質はネーノレ点の少し上 (130。C）で

結晶構造を変化させる可能性があることがその 1

点に指摘されていた。これでは転移点の上下の反

射像を単純に比較出来ない。そこで，この変態の

正体を探るために試料の温度を上げながら種々の

混度での結晶構造をX線を用いて調べてみた。問

題の130°Cを越える頃には記録計の赤いぺンがぐ

ーっと振れ動き MnTeには無ヤはずの回折線を

描くではないか。いろいろと実験条件を変えて調

べ，この変態は酸化雰囲気の下でのみ現われるこ

とを確かめた。早速， この結果をその文献の掲載

されていた雑誌にショート ・ノートとして投稿し

た。文献になかった世界の景色を眺め，それを文

献に自分達の手で加えることの出来た喜びをひし

ひしと味わったのは図書館の新着雑誌の中にその

報文めを発見した時である。やっと本筋の中性子

を用いる仕事に辿り着いてから数ヶ月たった頃の

ことである，引き続き MnTeの情報をサーベイ

していた私はA国の雑誌に中性子回折による研究

が発表されたことを知った。知りたU、ことが文献

を見さえすればわかるという喜びとともに， 「先

を越されたか」という感じを持ったことは否めな

い。自分の学問的興味や疑問は自分の頭や手で（時

には足で／）探究したいという欲望が働くからで

あろうか。取り寄せた文献上にはこれまでのモデ

／レでは説明不能の反射像が存在すると報告されて

し、た。文献上の図をよく見るとど うも精度の上か

らその反射像は有意とは言えないようであるし，

私共の回折図形には全く現われないではないか。

研究は続行と決まり， MnTe中の Mn原子磁石

は一層おきに反対方向を向き，全体としては磁石

の作用をしてu、ないことを明らかにすることが出

来た。前述の参考文献にまず注目し，それを充分

検討したため，偽の変態が起こらぬような実験条

件を設定出来たことが私共に幸いしたように恩わ

れる。これと同時にB国のク勺レープが閉じ研究を

進めていたが，私共の論文3）が先に雑誌に受理さ

れてしまいそちらは日の目を見なかったとは後で

聞いた話である。仕事が研究としてのstatusを持

つ条件は originalityであって， priorityを失っ

たら没になるのはどこの分野でも同じである。時

間の節約という意味からも，沢山の情報の中から

必要充分な物のみを選び出すということは大切な

ことである。

（ケース 2) 1つの研究の締め括り として論文

を書いている時に出てきた疑問から次の研究テー

マが出てきたり， 研究の過程で知り得た知識から

新しいアイデアが醸し出されることが多い。#lJの
Mn Teの原子磁石のうちの一方向きのものを原

子磁石でない Mgで置き換えれば強磁性体になら

ないだろうかと私は考えた。そこで，工学部へ奉

職するようになってから，院生のT君とこのテー

マに取り掛かった。その原料 MgTeの調製を試

みたところ，試料のX線反射像の中に既知の物質

Mg Te以外のものが観測された。関連物質のX線

反射像の 1本 1本の位置と強さまで覚え込んでし

まったほどの徹底したT君の文献調査に裏付けら

れて，私達は研究の方針を転換し，この偶然発見

した事象の解明に取り組んだ。この未知の反射像

は MgTe2とU、う MnTe2と同形の新物質の存在

を示していたのである 04) 

（ケース 3) 私は週に一回ぐらか図書館 1階へ

行き新着雑誌を「パラパラ」と捲る（たとえば，

]. Phys. Soc. Japan, Phys. Rev. B, J. Phys. C, 

]. Phys. Chem. Solids, Phy. Stat. Sol., Solid 

State Commun., ]. Appl. Phys., Jap. ]. Appl. 

Phys., Inorg. Chem.など）ことにしている。系

統的でないので何となく頼りないようであるが，

どうしてどうして大切なアイデア源である。3個

の金属元素（M）と.4個の（X)(S, Seゃ Tめか

ら構成されてU、るMsX，型の物質には NiAs型と

呼ばれるものと スピネfレ型という構造が知られて

いて，その構造変種が物性を支配している実例が

- 8 ー



よく， 「パラパラ」の時に自についた。 折から講義

中の量子化学の中に 2重結合に対する Hiickel近

似とい うのが出てきた。 そこでは，結合の強さが

原子が電子を引きょせたがる力（電気陰性度〉に

よって表現されていた。各々の構造変種の安定性

がこのモデノレと関係あると脱んだ院生O君と私は

図書館から借りた教科書 Daudelの量子化学に引

用されている文献，さらにそれに引用されている

文献を辿っていって Huckel近似の適応範囲など

を勉強した。そこで，手近の 2次文献にリストさ

れている数十の MaX，化合物を中心に電気陰性度

とのヤろいろな相関性を調べてみたが，どれもこ

れも駄目であった。 2つの結晶模型を自の前にし

て何日も討論した末に，NiAs型構造ではMとM

の原子間距離が近いからその結合の強さを金属の

蒸発熱で近似してみようとし、うことになった。驚

いたことに，これら 2つのパラメータ ーを縦横の

軸とした図上では 2つの構造の安定化領域は締麗

に分離するではなし、か／ ここまできたので，

C. A.を用いた MaX，物質総点検を実施した。昼

間収集した物質のデーターが見事にそのパターン

に適合して行くのを見て秋の夜長を忘れたもので

ある。 C.A.は物質を主体にしてサーベイする時

は偉力を発揮する。また PhysicsAbstracts (P. 

A〕は事項を AmericanInstitute of Physicsな

どが決定した SubjectClassificationに沿って掲

載してU、て現象面から調べる時に有効である。 と

ころが涌いてきたアイデア（特にテーマ〉が既出

のものか新しいものかを調べるのは両者を使って

もかなり困難である。アイデアがオリジナルか否

かを判定する時には普段の知識の積み重ねに頼ら

ざるをえない。万一の調査漏れを恐れていただけ

に投稿5）した雑誌の編集者から「掲載に充分な

originalityを持っている」とし、うレフェリ ーコメ

ントがきた時には絡しかった。

（ケース 4) 「パラパラ」の時にみつけたり，

自分で考えついた転移に関するアイヂアをノー ト

に書き留めておき，充分に発酵したらテーマに取

り入れる。その際は，特に新しい方法を開発する

必要のない限りその試料の合成法や分析法はなる

べく過去の情報を利用 し時間を節約している。そ

の 1っとして， CrsSe（磁気転移〉ゃ NiS（電子

相転移）の Crや Niを他の元素で置き換え，そ

の磁気的，熱的，電気的な研究6）を院生卒論生の

諸君と行なっている。転移現象そのものの勉強の

ために私は P.A.の70.00台（凝集物質の電子構

造と電気的，磁気的，光学的性質）の 71.30 （金

属一非金属転移〉や75.00（磁気的性質と磁性体）

をサーベイしている。つU、先頃，電子相転移の幾

つかの機構について一連の文献を編集したので，

これらの院生諸氏とのゼミナー／レに使ったり ，講

義の材料にしたいと思っている。こういった学問

としての昇華作業がテーマやモデルの発生する土

壊となるものであって， 私の場合には現物の「パ

ラパラJや「精読」がこれに役立っている。 こん

な訳で，図書館がマイクロ フィノレム化したら私は

当惑してしまうだろう 。もう 1つはこれらの物質

に高圧力をかける研究であって，これは原研物理

部のO先生と共同研究させていただいている。最

近， NiSの圧縮率を測定し，転移点の圧力効果

の実験結果のシュミレーションを問先生と行なっ

た。η この場合には upto dateな物性値にも目

を通す必要があったので，矢上台よりかなり早く

雑誌が到着する東海村か らのO先生の情報が大変

貧重な働きをした。矢上台でも，せめて新着雑誌

のうち閲覧頻度の多い上位却件ぐ らいは目次のペ

ージのみをまとめたコンテンツサービスをf平り，

l部で良いからインフォーメ ーションデスクに常

備することが望ましい。

圏内で入手不能な文献は， 11should greatly 

appreciate receiving a reprint of your paper: 

（題名） which appeared in （雑誌名等〉．」とい

う手紙を出して著者から送ってもらっている。必

要な ら「andany related papers available.」と

付け加えておくと印席I］中の報文の preprintsをも

らえることがある。著者の priorityが発生（受

理日）してから図書館に来るまでに 6ヶ月ぐらい

必要であるから，この種の情報には大助かり であ
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る。ある時，現住所が不明な著者の1943年のソ連

の文献が必要になった。科学アカデミーの雑誌の

部署に問い合わせたところ，引退後の本人に連絡

してくれた。直送されてきた reprintの余白に

「Iam very glad to send you this old reprint 

of the war-time.・・・ At present l am far from 

this topic.・ー・ I wish you much happiness and 

good health Jと私信があり，激烈な独ソ戦の最

中に Mottと Jonesの教科書をひろげたり計算

をしている人物の姿が野繋として浮んでくるよう

である。その延長上に自分違がいるわけで，研究

の個々の情報が持つ時間と空間を超越した連綿性

を感じさせられる 1コマである。年を経るにした

がい，矢上台に対しても現職でない研究者に対す

る外部からの聞い合わせが多くなると予想され

る。たとえば，数年前に院生のK君を筆頭者にし

て共著論文を書いたことがある。 reprint請求者

からの宛名に彼の名しか無かったためか，手紙は

矢上台，三回，彼の就職先そして矢上台へと一周

してしまった。所属教員 ・事務職員個人別のファ

イlレを情報センターに用意し，ここにそれぞれの

人の奮いた論文，著書，評論，エ ッセイ，テキス

ト等の reprintsを集積していったらどうであろ

うか？ 新設科目の担当者を探す時や， 他の方に

ものを教わり に行く 時にも大変便利である。それ

ばかりかそのようなアウトプットインフォーメー

ションによって大学のアカデミックな特色を外部

に公開する ことは収開かれた大学像”という社会

の要請にも応えることになるであろう。

情報を完壁に，早くかっ要領良く提供するとい

うライブラリーの発展志向の結果として，将来は

地球上のどこかに大きな中央情報センターが設置

され，ここにすべての文献や特許が記録されるで

あろう。 利用者は最寄りの支部から要求事項を細

分化した項目のコードになおし端末機によって人

工衛星を通してそこへ送る。数分後には必要充分

な情報のみがテレタイプによって手元に届くのも

夢ではあるまい。しかし，どんなに情報のシステ

ム化とコミュニケーションの方法が進んでも，イ

ンフォーメーションだけからはアイデアは生まれ

ない。それは自由な精神活動から芽生えるもので

あって，ここにはそれを育む伸びやかな，落ちつ

いた，明るい，そしてにこやかな環境があるよう

に思う。今後もそのような雰囲気を大切にしたい

ものである。

当解 本 ＊ 

〈〉参考文献

1) 「塾」， 49号 p.29 (1971）；「工学研究科履修衆

内」 p.39 (1977). 

2) J. Phys. Soc. Japan, 18 744 (1963). 

3) J. Phys. (Paris), 25 568 (1964). 

4) J. lnorg. Nucl. Chem. 31 943 (1969). 

5) J. Phys. Chem. Solids, 38 1209 (1977) 

6) Physica 886 1005 (1977). 

7) J. Appl. Phys. 48 2139 (1977). 
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重要文化財に指定された相良家文書

も極めてよく，特定の家の文書がこれだけ一貫

して残されている例は稀である。まとまってい

る古文書の重文指定としては時宜を得たものと

いえよう。

相良家は鎌倉時代のはじめ元久2年 (1205)

に平家没官領であった肥後国人吉庄を得て西下

し，この地の地頭となった。相良長頼（蓮仏〉

の時代である。もっとも相良氏の入部はこれよ

りやや早く，長頼の父頼景が人吉庄の東方の多

良木へ下向したといわれるが確証はない。 その

後もその一族が各地へ拡がり，肥後国から遠く

10余年前本塾の所蔵に帰した相良家文書がこ

のほど国の重要文化財に指定された。周知のと

おり文化財の指定には国宝と重要文化財とがあ

； る一一のうーに学術的価

値の高いもの，または特に美術的に優秀なもの

が選ばれるので新しく指定されるときは通常重

要文化財指定である。

塾所蔵の相良家文書は総点数1,200点を越え，

ほかに日記，絵図若干と鎧の小札，胴具足の残

欠が含まれている。年代的には鎌倉時代はじめ

より 江戸時代中期にかけてのもので，保存状態

状 （文和2年3月16日〉
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豊前固に所領を得たものもあった。鎌倉末から いたもの〉に収められ，それぞれ第 1号子丑よ

南北朝時代，ついで室町，戦国両時代近隣の島 り第10号までの10箱にわけられている。

津，大友などの大豪族と粁余曲折はあったが無 相良家文書はこれまで何回かにわけで展示が

事のり越え，江戸時代に近世大名として残り， おこなわれたが，近年は去る46年 5月に図書館

その本貫の地，人吉2万2千石を領し，明治維 記念室で三回情報センターの主催により慶謄義

新に至ったのである。このように同じ土地に在 塾所蔵中世古文書展が聞かれ，相良家文書より

って700年余生き延びられた家は甚だ稀で，し 20余点が出品された。4日間の展示に 1,000人

かもその家の文書が散逸することなくうけ継が を越す観覧者があった。 また50年7月には日本 f

れてきたことはまことに珍しいことである。本 古文書学会東京部会のために 20点ほど展示さ j
文書が貴重である所以である。 れ，内外の古文書学者の目を楽しませた。 ｛ 

相良家文書は，鎌倉時代のもの 63点，南北 挿図として入れたものは南北朝時代の当主相 ｝

朝時代のもの（建武より元中 ・明徳の頃まで〉 良定頼が嫡子いやす丸に所領（土地〉を譲った i
m点，室町戦国時代のもの（天正10年まで〉 時のもので， かな書きのため少しよみにくいが ；

約500余点，残りが江戸時代のものとなる。い 興味深い史料である。 ｛ 

ずれの文書も保存がよく， やや薄手の紙（雁皮 なおこの貴重なる相良家文書が塾の所蔵とな j
様のもの〕による裏打がされているほか，ほと

うぶ

んど原形を変えるこ となく，生な形で伝えられ

ており，文書の様式 ・形態などを古文書学的に

考究するにも有益な文書群である。つまり巷間

みられるような巻物や軸物に表装されたもので
s，怜すがみ

はなく ，また差出者が文書を包んだ懸紙（今日

の封筒の役を果すもの〉も保存されているこ と

が多い。

この文書は慶謄義塾へ移る以前より用いられ

ていたうるし塗り の木箱（ 2つのヒキダシのつ

るに当っては当時文学部で古文書学を講ぜられ i
ていた伊木寿一先生と図書館長であった野村兼 〈

太郎氏のカが大きかったことを付け加えておき i 
たい。 （文学部教授高橋正彦）

。参考文献

文化庁編「相良家文書目録J昭和52年 3月 ミ
東京大学史料編纂所編「相良家文書」 2冊 ) 

慶慮義塾三国情報センター「慶磨、義塾所蔵中 〈

世古文書展目録J昭和46年 5月 ~ 

新図書館・研究室棟（三回〉建設調査委員会の答申について

老朽化の著しい赤レンガの現図書館に代る新

しい図書館を建設して欲しいという三国情報セ

ンタ ーの要望に応えて，久野塾長（当時〉は昭

和51年暮に三田の学部長や情報センタ一所長を

主な委員とする新図書館 ・研究室棟（三回〉建

設調査委員会を発足させた。この委員会は全部

で5回の会合を重ね，同時に現図書館や九州大

学，同志社大学等の最近の図書館を視察する等

の調査活動を行って本年5月，久野塾長に対す

る答申をまとめた。それによる と， 現研究室棟

の北側部分に総面積を 5千坪程度とする建物を

建設し，そこに百万冊の図書を架蔵できる書庫

と千席の閲覧席とを有する情報セ ンタ ーの施

設，並びに文経法商4学部 ・大学院研究科の共

同利用施設を収容するよう提言されている。ま 〉
た答申はこの建物を昭和55年度末までに完成す 〈

るよう要望している。 6月に交替した新しい理 ；

事会がこの趣旨を尊重して，答申に沿った建物 t
を建設することが期待されている。 ~ 
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理工学情報センターの 1つの役割

輔犠－
く〉はじめに

小金井にあった工学部

図書館が矢上に移り，理工学情報センターとし

て，研究 ・教育情報センタ一機構に組み入れられ

て5年を経たことになる。新図書館にはもはや建

物はもとよ り，予算からも，職員数からも，小金

井時代の面影を残すものは見られない。勿論，こ

うした物理的な面のみが一新されたわけではな

い。この 5年間，理工学分野の新しい情報センタ

ーに育てようとする関係者一同の懸命の努力の結

果，理工学情報センターは，工学部にとってもま

た地域の研究機関にと ってもなくてはならなャ存

在に，いつの聞にか成長して来ているように思わ

れる。

本来，ここで近代図書館への胎動が始まった昭

和41年から今日までの10年間を，も う一度振り返

って今後の方向を採るべきであるかもしれない。

しかし本稿ではその余裕がないので， この 5年

間，ある意味では一番顕著な成長を見せた複写サ

ービス部門を取り上げ，これを中心に，当センタ

ーの置かれている立場を概観してみたい。

〈〉理工学情報センターの理念

本稿で複写サービス部門を取り上げた理由は，

このサービスが現段階で当センターの持つ理念を

一番知実に現わしていると恩われるからである。

即ち，当センターは工学部の矢上移転の計画の意

図を混んで， 小金井時代の図書館のイメ ージから

脱却すべく，新しい構想、の下にその実現を計って

来た。その詳細については今立入るわけには行か

ないが，その中心的機能としては， i ）学生用，

小川治 之

ii〕研究者用， iii）公共用の 3つが上げられてい

Tこ。。

i）及び ii）は大学付属図書館としては当然の機

能であるが， iii）の意味として， m公共用として始

めから収集その他の面で特別の方策を構ずると言

うこともある程度合んでいるが，本来は工学部に

対して実施されたサービスであっても，学外利用

者に利用可能な部分があれば，その部分は積極的

に公開して利用に供しようとU、うことである。”

としている。こうした当初の基本姿勢は， 1970年

の「理工学情報センタ一計画の概要（案）J3）の中

で正式に発表されている。即ち、任務として上げ

た2点のうちその 1は，”理工学に関する各種の

情報の探索，整備， 利用，伝達等の便宜を提供す

ることにより，義塾における理工学研究，教育の

能率向上に奉仕する”という大学付属図書館の立

場であり，その 2としては収塾外司理工学分野の

研究，教育機関一般に上記に準ずる情報サービス

を行い，その研究活動を援助する”とし，理工学

分野の公共図書館としての立場を明確にしてい

る。こうした大学を基礎としながらもその枠を越

えようとする専門情報センターの考え方は自然科

学の持つ研究体制を反映させたものである。例え

ば当時東京工業大学付属図書館長であった桶谷繁

雄氏も「大学付属図書館はいかにあるべきかJの

中の私案として，収東工大図書館を京浜地区にお

ける科学技術情報センターを志向する”と規定し，

さらに“このため，東工大の収蔵の資料を対象事

業体と直接結ぼれるシステムを考えておく必要が

ある” とまで述べている／l 丁度同じ頃に国立大

学の，しかも理工学の単科大学として最大規模を
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誇る大学の図書館長が同様のことを志向していた

のは興味深いものである。慶謄義塾にこうした理

念の生じた背景には，当センタ ーがかつて我国唯

一の理工学分野の公共図書館的役割を果していた

藤山工業図書館の運営の精神を伝統的に継承して

いるという事情があること も忘れてはならなし、。

ともあれ，当センタ一発足後わずか5年ではあ

るが， 先人のこうした基本姿勢は一貫して生かさ

れて学の内外か らも一定の評価を得るまでになっ

たが， 同時に今後の問題点も徐々に顕在化しつつ

ある。

く〉理工学情報センターの蔵書

ところで対象が学内であっても，その枠を広げ

ても図書館としての諸サービスを行う上の基礎は

蔵書の，しかも自然科学では雑誌の充実である。

現在でこそ継続中の雑誌は和洋合せて 2,（削誌，

パ ックは7万冊近く を数え，私学の理工学図書館

としては有数の図書館となっているが，小金井時

代には一寸とした雑誌となると学内では見られな

かった。 蔵書を補強する面で大きなカとなったの

が日本科学技術情報セン ター (JICST）との提携

であり ，具体的には， JICST所蔵の雑誌パ ック

ナンバーを継続的に受贈する という契約である。

改めて説明するまでもなく， JICSTは科学技術

庁傘下の特殊法人であり，抄録昔、の編さんを中心

に幅広い情報活動をしている理工学分野の我国で

は最大の情報センターである。雑誌、を中心とした

年間図書予算が 3億円といわれるから，全塾の図

書予算を理工学分野にかけていることになる。丁

度新図書館計画を立案している昭和44年6月に，

JlCSTより収集後5年以上経た雑誌を譲渡する

ので受贈希望の有無を問い合わせるアンケー トが

出された。対象は1958年から1963年までの外国雑

誌約2,000種， 囲内雑誌約500誌の12,000～13,000

冊であり，且つ次年度以降も逐次譲渡すると いう

ものであった。結果として当センタ ーと東京農工

大学図書館に分割して譲渡が決定し，以来今日ま

で表1に示した如く毎年新規増加分を含めて寄贈

を受けており地域の企業より寄贈されたものを合

せ，当センターの蔵書の一部として利用されてい

る。

。理工学情報センターの復写業務

ここでは過去5年間の複写サービスの推移をデ

ータを通じてながめてみたい。

表2は過去5年間の複写部門の件数を中心とし

た実績であり，図 1はこの表をグラフ化したもの

である。 利用者群を大別すると， i）工学部学生

を中心と した学内一般， ii）研究費支払いによる

研究者， iii〕JICSTからの依頼， iv）一般の学

外利用者（企業，大学，個人）の 4クツレープである。

表 1 JICST寄贈 雑誌総計

受 入 年 ｜ 1911 1912 I 1973 1974 I 1975 I 1976 剖

慣 行 制 1(19団～63年分）i(l9叫が1(1965年分）1(1966年分）｜巳竺竺）｜（堕竺ぷ竺汗分）jj ど
! 1,546種 I 1,062種 ｜1,4臼種 ｜1, 326種 I1,54s種 ；l，臼7種 ｜1, 719種 II10, 209種 l

竺 － ？－ 誌 l m 冊 ｜し市冊 ｜丸735冊 I2,3柵 L竺 塑 ｜竺型 ｜？ ？ 型！｜竺竺旦 ｜

: 496種 ｜ 616種 1 952種 I1,4日種 I1,382種 I1,997種 I 2,015種 ：； 8,913種 l

，土－－空誌L I __ _I_ _ I ｜一 一－！ -II I I 1,698冊 I sn冊 I1,383冊 I1,912冊 J 1,872冊 I2,491冊 I2,ss1冊 1112，回9冊 ｜

I~ ， ~プ I ：：~噛 I－；：~竺~種 ： ；：；凋 ｜コ1 ~11プ一 二 千L! リ竺恒三三 竺恒一竺竺里J l斗！ II I 
外国特許明細書 ｜ ｜ 細川 ω冊 ｜ m冊im冊lm冊 ｜ lお柵 ii 2, 732_jffi_l 

原子力レポート l 一 l.. ~L哩L哩l 一－~－ I 叩 ｜ O II ？冊（
総 計 I 9，明 I3，州 ω 冊 I4, 7叩 I5,061冊 I6, 124冊 Is.お8冊 ｜｜ 紘 一l
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表2 理工学情報センター複写実績 (I)

1972 1973 1974 1975 1976 

件数 ｜枚数 件数 ｜枚数 ｜件数 i枚数 ｜件数 ｜枚数 件数 ｜枚数

JICST I 7,8刈州8側引ω引｜6臼65,55口印5臼5ぺ8, 刊… ｜ l叩O4引9卯川90.671叩叩671ぺ1つ｜10, 9引… ｜ 1日3応蹴6つ｜… 
24. 8 21. 9 23. 3 28. 5 17. 8 34. 2 21. 4 

』す4ー与

7.2 9.4 I 4,9ぺ11. 0 
｜川 46.930 I 5. 042 I 46, 982 

13. 9 8. 9 12. 7 8. 7 

学内 I17. 437 
（一般） 55.0 

I 24 234 I 
59.3 

I 18 233 I 299 575 Iη1671加 7的
47. 4 57. 1 43. 3 52. 7 

学内 I 4. 169 I 
（校費〕 13.1 9.4 8.3 

I 3.川84，お41
10.2 16.2 9.8 17.2 

総 計 I31. 752 I 
100. 1 

I 40叩1I 
100.0 

I 44,830 
100.0 

｜山431…I39 649 I 541刈 7
100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 

(1972) (1973) (1974) 

( 1975) (1976) 

（住）外側は｛牛車生．内側は収入同情成比を表わす．

図 1 理工学情報センター複写実績 （II)
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1975年に見られる総件数の大幅な低下は，この年

より学内利用をキーカウ ンタ一方式によるセノレフ

サービスに切り替えたため， 統計の基準をそれま

での 1件 1枚の申込みから1回 1枚の申込みに変

えたことによるものである。その他の利用は当然

ながら増加を示している。

円グラフはこうした現状を各クソレーフ・単位にと

らえ，且つ全体に対する割合を示している。 円の

外側は件数，内側は収入の構成比をそれぞれ示

す。4クツレープをさらに学内，学外の2グループ

に分けると，件数，収入とも当初のおよそ7対3

の比率が次第に接近し， 5年後の1976年にはほぼ

同率を示すようになった。グラフから学内利用が

頭打ちの反面，特につICST”の著しい増加を知

ることができょう。特に学内利用は最近各学科で

複写機を備えたため，学内の校費による利用は今

後一段と減少するものと思われる。 既に最近の雑

誌のオーバーナイト貸出の増加現像がこの見通し

を裏付けている。

ここで少しつICST＇’の複写について説明の必

要があろう。各企業体では， JICSTに対し，主

として科学技術文献速報（全理工学分野を対象と

した抄録誌）に基づいて複写の注文をするが，そ

の中には既に譲渡済みのものに対する複写が含ま

れている場合がある。JICSTではこの分をそれ

ぞれの譲渡先に回送しているが， JICSTから複

写の注文がある場合は，これに速やかに応じると

ヤうのが雑誌譲渡時の条件となっている。この部

分を当センターではつICST”と称している。図

表が示すようにこのサービスは現在では外部から

の依頼の 3分の 2を越す状態にあり，さらに今後

も増加していくものと思われる。

“JI CST”以外の学外とは JICST を経由しな

い直接の利用者で，大学図書館の場合は一般に相

互貸借制度に基づくもの，その他京浜工業地区を

中心とした企業の研究機関や個人の研究者の利用

であり，このグループからの依頼はこの 1～2年

一定のレベノレに落ち着いてし、る。

ヤづれにせよ複写依頼は，今後急激な上昇は見

’現状分析レポート

られないとしても，着実に増加するであろうこと

が過去のデータからもいえるようである。

。おわりにかえて

これまで理工学情報センターの有する基本姿勢

の中に大学図書館ではあるが，利用できるサービ

スは学外に対しても公開し，特に地域の情報セン

ターの役割を果そうとする姿勢があることを明か

にし，そしてその一番顕著な成果としての複写サ

ービスの実績について述べて来た。井上如氏5）が

専門図書館協議会発行の 「専門情報機関総覧」の

中の 『連絡を密にしている外部情報機関』の項を

集計した報告の中で理工学情報センターが上位に

リストされていることからも，このサービスが企

業体関係者の聞に定着しつつあることが伺える。

そして理工学情報センターとして発足して5年を

経た現在，大学図書館としても，地域の情報セン

ターとしても，第1期の基礎固めの段階から新た

な段階に入りつつあることが感ぜられる。大学図

書館の機能から見ると，資料整備 ・図書館サービ

スから利用者のための情報サービスへ移行する第

一歩を印したものといえよう。また，次のステッ

プとしては，デポジットリー機能を確立させるこ

とが，重要な課題ではなかろうか。情報サービス

の充実と相まって，井上氏のいう “そこへ行けば

何かあるだろう という資料の集積効果と，そこに

間合わせれば誰かが何かを教えてくれるだろうと

いう情報の蓄積効果”が一体となった情報センタ

一機能が発揮できるものと思われる 0＂少くとも資

料の集積効果を抜きにして利用者の期待に応じる

ことはできにくい”ことを先の調査の結果から井

上氏も指摘している。ことに“資料の集積効果”

は大学が社会に果すべき大きな役割といえよう。

反面企業の図書室は，年々増加の一途を辿る資料

に既に収容能力を越えて来ている。こうした事情

から，大学のデポジットリー機能の確立を要望す

る声が徐々に大きくなっている。企業体図書室の

団体ともいえる専門図書館協議会におν、ても今年

から「デポジット ・ライブラリー研究小委員会」
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を発足させ検討を始めている。

以上，勝手なことを述べて来たが，勿論結構づ

くめであろうはずがない。例えば，企業体のデポ

ジットを云々している当センター自身が既に収容

能力の限界に達している。しかしながら，種々の

制約を乗り越えて，当センターが，研究者 ・学生

を側面から支援すると同時に，学生の卒業後の研

究，生涯教育の寄り拠の lっとして果さなくては

ならない役割は大変大きい。殊に工学部は，大半

の学生が企業のエンジニヤとして巣立っていくと

ころである。その彼等が当センターに利用者とし

て戻って来るのを見ることが出来るのは，現場に

働く者のささやかな喜びである。

。参考・引用文献

1. 中島紘一 新しい出発に備える慶慮義塾工

学図書館， LibrarySystem 6 ( 1) . 4～ 

28, 1967 

2. ibid p. 21 

3. 大沢充理工学情報センタ 一計画の概要

（案），八角港 6 6～12, 1970 

4. 桶谷繁雄大学付属図書館はいかにあるべ

きか？ 一東京工業大学の場合一，財団法

人大学規準協会々報 21: 35～9, 1971 

5. 井上知情報サービス機関案内，情報管理

19(12）・ 940～4, 1977 

本 ＊ ＊ 本 場権本

<2ページより続く＞

SCIENTIFIC ELITE （松浦保〉

ノーベノレ受賞者たちの変遷も，さながら科学の

世界のエリ ート交替論である。とはいえ，ここで

注意すべきことは，この世界のエリー卜は，僻地

から徒手空挙で生れたわけではない。まったくの

アウ ト・サイ ダーが登場する可能性のある政界や

財界とは異ってことに現代においては，指導者も

設備もそろった，良い研究環境のなかにのみ育つ

ものなのである。

現在，経済学の分野においても，この学問の行

きづまり状態を打破するために，新しい学問的エ

リートの出現が切に待たれている。しかしこの世

界のエリ ート出現にとって良い研究環境が必要で

あるとしたならば，ここで十分に考えておかなけ

ればならないことは，その環境を支配するのは，

すでに確立したエリートたちであり，その勢力の

破壊を通して新しいエリ ートが出てこなければな

らない。これはきわめてむずかしい。学問的危機

に対応するためには，新しいエリートが育つよう

に，研究環涜の柔軟さがどうしても必要であるこ

とがわかる。 （経済学部教授）
＊ 市 ＊ 本 ＊＊本

く11ページより続く ＞

Pad ova雑感 （有働勤吉）

ロココ調の家具で飾られ，天井の高いゆったりし

た食堂で， vino を片手に心づくしのフルコース

の食事が終わる頃には，日本人の小さな胃袋は満

杯になり，自の前が暗くなったことも一度や二度

ではなかった。経済の破産とかイタリア病が取沙

汰されているイタリアでのこの質量ともに豊かな

イタリア式食生活の現実にぶつかって，私はGN 

Pなどという物差しでは計ることのできない別種

の豊かさがあることを思い知らされた。しかも彼

等にとって物質的な富とか豊かさは，それをどれ

ほど多く積んでも瞭うことのできない人間の「魂

の豊かさ」の実現のための道具にすぎない。そ し

てここにイタリアの英知がある。福沢諭吉が「西

洋事情」の中で， 「専ら知らんと欲することは，

十全辞書を調べても詮索の届かざる事柄のみにあ

り」と言っているのは， 近代西欧の文物がそれと

の対決において形成されえた西欧文化の古き良き

伝統であるギリシャ以来の学聞にみられる人間的

英知と中世において培われたキリスト教的英知の

ことではなかったのかと考えさせられた。

（文学部教侵）

- 18 -



も、h，向、，胸、d旬、，閥、，肉、，...... ‘・，、，、r・くスタッフルーム＞ ～、＂＂~～

視聴覚メデアと図書館の接点

i度 剖1 満 彦

「週刊l朝日」5月'2:7日号に川崎医科大と聖

マリア ンナ医大について署名記事が載ってい

たのをご記憶の方もあろう。その中に我々図

館員にと って興味ある話が挿入 されてヤ

る。《五，六年生には，八人一室の勉強部屋が

校舎の中に与えられるし，図書館には約四十

の個室が用意されている。 同図書館の本はす

べて開架式で利用しやすくなっている。この

ため現在計千百冊が紛失中

だが， 「盗まれたといって

怒るより，とにかく学生が

利用 した証拠」と鷹揚であ

る。》 これは川崎医科大の

記述である。

． 

－ 

． 
．・
．．・． 
・．．会．・． マ ーー．．・・ー・． ・・．． ． 白色 ． ． ．・．－．・．．・・・．・．，．宇・・．．． 

されていると言っても過言ではなかった。こ

の実習室が基礎系，臨床系の授業で具体的に

はどのように運営，利用されているかは春休

みということで見学不能であったが，筆者に

興味深かったのは，これらの施設と図書館が

どういうように協同しあい，或は今後協同し

あわなければならないかという点にあった。

そしてこれを考えることは，従来の図書館と

いう枠を超えた， 真の情報センターとしての

夢を無限に拡大してくれる。

図書館 ・情報学では視聴覚メデアは情報の

担体として図書と同等の価値を有している。

医学系では図書以上の力点を持ってU、るとも

言える。それは医学系出版

今春，筆者は大阪大学と

川崎医科大の図書館を見学

する機会に恵まれた。阪大

中之島分館は館員一同がき

びきびとしており， 如何に

．・．・．，．．．’．←.. - . ．一・－．． ．・

物に「Colouratlas of ... 

.. J，「図説．．．」とか 「．

ー図譜Jが氾濫し．手術の

具体的手順が映写フィ Jレム

に収め られ，また 「高血圧

症の眼底検査」がカセッ ト

テープとスライ ドで連動す

るというようなことで証明

される。

，． － ．． ．．・・．．．． ・．．
ー・ ． ． ・・．..・．

も商の医学図書館界の雄という感じであ っ

た。また川崎医科大図書館は，櫛源な建物の

閑静な環境の中で落着いて仕事をして居られ

た。そこには新生の医科大として一歩一歩伝

統を築き上げて行こうという気概さえ感じら

れた。

「週刊朝日」の記事は《また，今の学生が

視覚世代だというこ とが配慮されたわけでも

あるまいが〉というブン屋特有の皮相的言辞

を前置として 《病理や薬理などの実習に使う

「多目的実習室」では， 一人当り一台のテレ

ビを備え付け， テレビを見ながら授業を受け

るのである。その授業はすべてピデオテープ

に収め られるから，欠席しても独習可能。テ

ープさえあれば，予習，復習までビデオでで

きる仕掛だ。〉 筆者が見学させていただいた

この「多目的実習室」には教授工学の粋が尽

.~－....，.、p、....，............. －....，.、，M

L. L. にしろ， 「多目

的実習室」にしろ，先生と学生との視聴覚メ

デアによる知識の授受に当 っ ては資料的

(document）要素は不可欠であろう。この時，

従来の図書的形式による資料ではこのメ デア

に乗せることはできない。具体的な話はさて

おき，次のような夢を語って本稿を終えよう。

多目的実習室からイ ンターホンでN教授に

よって「川崎病」の臨床例の文献が情報セ ン

ターに依頼される。係員は直ちに電算機でそ

れを検索し，該当資料が音声に変換され，必

要図版がカラーでブラ ウン管に映像される。

教授は必要個所で資料を中断し，説明を加

えて授業が続く。参考文献が独自の検索シス

テムで学生に与え られ，必読文献は手元の複

元器でコピーとして学生は入手できる？？り

（医学情報センター係主任）
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日吉情報センター藤山記念図書館利用のー断面

一学部学生館外貸出記録の調査から一

関 洋
（日吉情報センタ－P・SE果）

とが不可欠であろう。 拙稿は， その目的のために

行なっている調査の一つを とりあげ， 日吉情報セ

ンター藤山記念図書館のー断面を報告するもので

ある。

調査は， 6月23日現在で館外貸出中の図書につ

いて，サーキュレーション ・カウ ンターで管理し

ているブックカー ドをも とに行なった。目的は，

この図書館では 「どの分野の図舎の利用が多い

か？J, 「どの学部生の利用が多いか？J，更に，

「分野 ・学部別の利用の傾向」を， 数量的に計る

ことにある。

ここで対象となった図書は，レファレンス室に

置かれている参考図書類，及び遂次刊行物類を除

いた一般図書，約8万冊であり，先にふれたとお

り，すべて開架式書庫にある。

調査時の学部学生によ る館外貸出図書数は 邸3

冊である。ND Cに従った分野別では，社会科学

日吉情報センター藤

山記念図書館が地下

nli'.をオープン化し，全

面開架方式の図書館となったのは， 1976年4月7

日のことであった。この新たなスタートから，は

や 1年と数ヶ月が過ぎた。

76年度 1年間に図書の館外貸出を受けた学部学

生は，延15,864人で前年度の約 1.3倍，貸出冊数

では，21,467冊と前年度の約 1.4倍，と伸びを示

した。一日平均57人， 78冊の館外貸出があったこ

とになる。

パブリ ック・サービス課事務室の掲示板には，

毎月の貸出実績を示す折線グラフがあるが，今年

度の出足も仲々好調のようである。

今後も，現状に満足する こと なく ，よ りよいラ

イブラリ ー ・サービスを行なっていく ことが必要

であるが，そのためには，利用者の動向を鋼むこ

文法（政〉

経
工

法（法）

経

工

商

法（法）

法（政）医

医

文
学

工
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子与
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術
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一一 ー一 ーー ？工 会一？？一一 現状分析レポート

295冊 （33.4%）， 自然科学226冊 （お 6%），文学

161冊 （18.2%）の利用が高く， 以下，哲学66冊

(7.5%），工学・技術62冊（7.0%），歴史26冊 （2.9

9も〉， 芸術20冊（2.3%），総記11冊 (1.2%），語学

10冊(l.l;c）.産業6冊 （0.7ヲも〉 となる。図 lは

利用率を図示したものである。

開架式書庫は2階と地下の 2ケ所にあり，以前

より図書館では，利用の多い図書を，一般閲覧室，

サーキュレーション，カウンターのある 2階の書

庫に排架するよ うに努めてきた。

現在，哲学，社会科学，自然科学，工学・技術，

芸術，文学の6分野の図書が2階にあるが，先の

数値からみると，この階で全体の94%をカヴァー

してし、ることになる。

調査時，館外貸出を利用した学部学生数を学部

別 （法学部は学科別）にみると，工学部292名

(33.1%）， 経済学部175名 (19.8%），法学部政治

学科140名（15.9%），文学部96名 (10.9%），法学

部法律学科96名 （10.9%），商学部59名（6.7%), 

医学部25名（2.8%）となる。これは単純に絶対数

でみたものであるが，これを利用率，すなわち各

学部の在籍者数に占める利用者数の比率からみる

と， 次のようになる。工学部 7.7%，法学部政治

利用者数

140 100 60 20 

74 

70 

76 

23 

65 

51 

82 

69 

139 

文 1

経 l

経 2

法 l

法 2

政 1

政 2

工 1

工2

利用率

2 6 10 14 ・% 

7.6 

5.1 

5.9 

3.1 

9.3 

6.2 

12.1 

8. 7 

6.4 

15.0 

図之 学穏学年別利用者数・利用率

学科5.0%，法学部法律学科3.9%，医学部3.9%,

経済学部3.6%，文学部2.6%，商学部1.5%。文学

部学生の利用率が低くなるのは日吉の教養課程在

籍者が，他学部が2年生までであるのに対し， l

年生のみであることからであろう。また，工学部

学生の利用率が他学部に比べてかなり高いのは，

専門課程の置かれているのが日吉の隣りの矢上台

であ り，利用の使がよいことからであろう。

日吉教養課程在籍者の利用状況について少し詳

しくみてみたいと思う。図2は，日吉在籍者の学

部学年別利用者数，及び利用率である。各学部（文

学部を除く〉とも 1年生よ り2年生と，学年が進

むほど利用者数，利用率ともに増加しているのが

わかる。特に，工学部2年生の利用ポ多いのが目

立つ。この学部ではレポート提出の課題が多いた

め，参考となる資料を求めて図書館を利用する機

会も多くなっているようである。図書館でも需要

に応じ，工学基礎教室との協力で関係部門の蔵書

構成の充実を計るなどしており，その結果の現れ

とみることもできょう。

表 1 学音哲学年・性別利用率（%）

男 子 女 子

工 2 15. 3 法（法） 2 20.4 

法（政） 2 11. 8 法〈政） 2 13. 8 

医 2 9.3 医 1 12.5 

法（法） 2 7.8 法（政） 1 9.3 

工 1 6.5 文 1 8.8 

文 1 6.3 商 2 8.6 

法（政〉 1 5.9 経 2 7.7 

経 2 5.8 工 2 5.7 

経 1 5.2 法（法〉 4.8 

医 1 4.8 工 4.8 

法（法） 1 2.8 経 1 3.9 

商 2 2.8 商 1 o.o 
商 1 1. 8 医 2 o.o 

全 6.3 8.8 

日 吉 全 6.6 

日吉在籍者全体の利用者数は726名， 利用率6.6

%であるが，これを表 1により男女別にみてみる
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と男625名，6.3%に対し，女101名，8.8%となる。

学部学年別の男女の利用率では， 法学部法律学科

2年女子が20.4%と極めて高く，次いで，工学部

2年男子， 15.3%，法学部政治学科2年女子13.8

%，医学部1年女子12.5%，法学部政治学科2年

男子11.8%と10%台を記録している。 人文社会科

学系では経済学部 1年を除いて女高男低であり，

自然科学系では医学部 1年を除き男高女低と なっ

ている。

最後に全学部学生を対象に分野，学部別の利用

傾向をみてみたいと思う 。図 lに戻り ，利用の多

い社会科学，自然科学，文学の 3分野について学

部別の利用率をみると，前2者が各々，社会科学

系学部，自然科学系学部の利用者がほとんどであ

るが， 文学についてはその一般性からか利用者層

が広がっている。

表 2

I __ l_:J_i: J劃益｜土I~三ii 全
総記｜31 3 I O I 4 I 1 I O I O Ii 11 

66 ｜哲学｜叶 31¥ 41 s ¥ s ＼斗 二j；一

i歴史｜41川 O I 5 I 4 I O I O '1 26 

縫｜叶78167州 国Io I 13 ll玄

関 1¥ 61 o 1 o 1 31 11 ¥ 199 ::-;;-

詩 ＼3j 1¥ o¥ ol s¥ 1＼臼i62 

6 産業 ｜ o¥ 21 11 oj 2¥ o¥ 1! 

芸術｜41 1 I 3 I 6 I 1 I O I 5 II一20 

10 語学 ｜ 31 1 l--2_~\ 2 ¥ o I 1 i一

文学｜引 391叫 131171 71叶161

全 ｜叫引叫40I引251292ii槌3

次に表2から各学部の分野別利用数をみると，

前記の結果と対応するかたちで，自然科学系の学

部については，その主題とする分野の図書の利用

がほとんどであり，それに次ぎ文学の図書が利用

されている。社会科学系の学部については法学部

2学科と経済学部，商学部の 2学部とではやや傾

向が異なり，前2者の特定分野への集中度がより

強くなっている。

図書館では日吉開講の授業に応じ，学習に必要

な図書を整備するよ うに努めてきている。

この調査でも，図書館の利用が，授業方式，内

容とかなり直接に結びついている と判断される結

果がでできている。このささやかな調査で知るこ

とのできるのは，図書館利用のほんのー断面であ

るが，更に別の角度からの調査を行な う とと も

に，日頃のカウ ンタ ーでの利用者と の直接の応対

を大切にし，学生生活のハー トとなる図書館を共

に築いていきたいものである。

研究・教育情報センターの職員研修計画

研究 ・教育情報センターの各支部では，必要に

応じ以下の機な職員研修を計画 ・実施している。

＜情報センタ一本郵＞ コボル教育改善研修

人事部主管の新入職員研修の一環として本部が

担当する電算機教育の講師を対象とする。コボル

教育の改善と充実を目的として，講師間の意思疎

通と教授法の検討，教材の共同作成等に当る。

く三国情報センター＞ 政策運営研究会

センターの発展 ・充実をめざし，種々の基本方

策や課題を設定し，長期 ・短期に亘る改善を図る

ことを目的とする。

く医学情報センター＞ 医学概論の講習

司書資格を有する（及び，準ずる〉職員を対象

に医学部教員による講習を行・い，医学情報サービ

スに従事する上で必要な基礎的主題知識の修得を

図る。

＜理工学情報センター＞

1. 理工学分野の主題知識の向上，及びより密

接な情報サービス業務の遂行を目的として工

学部教員による講義を行い，研究に必要な文

献やサーピスについての懇談をも行う。

2. 業務処理の能率向上を目的として，業務上

必要な語学（ロシア誇）の研修を行う。
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鎌倉の絵図類の出

版は江戸前期より始

められ，現存してい

る万治～寛文頃刊本

といわれるものだけ

でも，大和屋庄左衛

門版等4版を掲げる ことができる。次いで江戸中

期では延宝6(1678〕年松田版，貞享3(1686〕

年及び元禄4 (1691）年 斎藤庄兵衛版，元禄16

年斎藤六郎左衛門版，無年記の斎藤七郎左衛門

版，舎版，本図の明石屋版等がある。しかしなが

ら．最も多く刊行されたのは江戸後期から末期に

かけてである。私の知るものの内，出版元のわか

るものだけでも，大坂屋孫兵衛版 4版，常陸屋

伊三郎版 4版，丸屋冨蔵版 2版，家糠屋四郎

右衛門版 2版（この内 1版は本館所蔵33×－52

-1），戸川版 2版，石渡弥惣右衛門版 2版と

二之宮版．小林弥三郎版，絵図屋弥左衛門版，須

原屋茂兵衛版の各 1版と，全20版を掲げることが

できる。その他，無刊記のものも数点管見してい

る。この内，江戸の須原屋茂兵衛と江の島の絵図

屋弥左衛門を除けば，版元はほとんど鎌倉住の人

々と思われる。これらの版元の中には八幡宮周辺

にて宿屋や回遭問屋を営んでいるものが多い。江

戸後期以降の絵図では刊記に，版元名のみで，刊

行年記のないものがほ とんどである。従って，刊

行年代を推定する際，図上にある名所の有無を利

用する場合が多い。これら後期の版元では絵図と

同時に小冊子「鎌倉名所記」を刊行していること

が多いので，この小冊子の記載と比較すること に

よっても，刊行年代をより正確に推定することが

できるかと恩われる（名所記については「斯道文

庫論集J第14絹所収拙稿を参照願いたい〕。

さて，本図明石屋六兵衛版（本館所蔵）と同版

本は本塾新研究室古文書室所蔵野村兼太郎博士｜日

蔵本（本図より やや早印〕の他に，所在を聞かな

い。「鎌倉一古絵図 ・紀行（東京美術昭和51〕」

には来所収図である。本図は江戸後期には降らな

い時期に刊行されたものと思われるが，版元名の

みの刻記で，刊行年記が記されていない。 そこ

で，本図の図柄を他の絵図と比較して，若干の考

察をしてみたい。こうした絵図類を見慣れない方

の為に．はなはだ学術的ではないが，図上に横須

賀線江の電鎌倉駅注記番号C）を補記し

て．現在の鎌倉の位置との関係がわかるようにし

fこ。

本図の図柄上の特徴を見ていくと，

(1) 鶴岡八幡宮に入り，太鼓橋を渡った正面にあ

る仁王門が楼門である。仁王門につヤては修理

の記録を聞かないが，元禄頃以前の図では楼門

が多いのに較べて，以降の図では二階が失くな

り単層に変っている。この仁王門は同社境内に

あるたいとう（大塔），ごま（護摩）堂，かね

っき堂，きゃう（経）堂，ゃくし（薬師〉堂，

六角堂と共に明治初期に，神仏分離令により，

こわされてしまった。

(2) 八幡宮の小別当が馬場かうし（小路〉と記さ

れた上にある。元禄～享保頃以降の図柄になる

と，小別当は下方のくろかね（鉄）井近くに移

され，文政6年以降の図柄になると，又本図と

同位置に戻っている。

(3) あらいのえんま（新居間魔 円応寺）が巨福
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呂坂上にある。同寺はもと，由比ケ浜にあった

が元禄16年の地震で崩壊し，明確な年代はわか

らないが，宝永 (1704～1711）以降には現在地

の巨福呂坂上に移ったといわれている。現存す

る移動後の最古の記録は享保2 (1717〕年であ

る。

(4) 法華堂（頼朝基〉の右側に文政6 (1823）年

修造の大江広元墓，安永 8 (1779）年修造の島

津忠久墓がない。

(5) 若宮大路の三鳥居の内，中央の鳥居右方を流

れる滑川の右側に，土佐坊やしきがある。貞享

2年刊「新編鎌倉志」は本図とは異なり，宝戒

寺（八幡宮右方に寺名を補記）近所を比定し

た。後期の図では， ほとんど，「新編鎌倉志」

によっている。同書は正徳3 (1713）年以降の

後刷本が非常に多く残っている。恐らく，同書

は正徳以降に多く流布したのであろう。現在で

も， 「新編鎌倉志」による位置に屋敷跡碑が建

っている。

(6) 田代くわんをん（観音）とあんよういん（安

養院〉が別になっている。同観音は「新編相模

風土記稿」によれば，延宝8年以降には同寺と

一緒になっている。

(7) かけ正嬉（鎌倉権五郎〉ともり久松（主馬盛

久〉が海岸にある。両者共，享保以前の図にあ

らわれる。特に後者については，以後”盛久敷

皮跡”という名で内陸に入り，道路近くに記さ

れるようになる。

(8) のりよりやしき（源範頼屋敷〉が見られる。

より古い図（元禄以前）には付近に和田屋敷も

記される。

(9) 大仏の右に念仏寺が記される。大仏別当の清

浄泉寺は正徳2 (1712）年に真言宗より光明寺

末浄土宗に改宗された。或いはその頃，同寺を

念仏寺と呼んでいたのかもしれない。

(10）大仏の左上方に光くわんじ（寺〉がある。同

寺は元禄以前の図にはよく記されるが，現在で

は廃寺としても知られていない。

(11) 由比ケ浜にて．網を引いている漁師が 2名ヤ

る。江戸中期の図では 2名のものがほとんどで

ある。時代が降るほど，人数が多くなり，幕末

になると，網を引く人々は 2列になり，棟、師は

14人，網元らしい l人と合せて15人にもなる。

以上，簡単に11項目をみるならば，本図は正

徳 ・享保（1710年代）の鎌倉の姿であることが推

測できる。本図とよく似ている図として，前述の

斎藤七郎左衛門版を掲げることができる。本図と

はほとんど同一図柄で，海岸にいる漁師 ・漁船の

数さえ一致している。異なる所は大仏の右に念仏

寺（ 9）の記載がないことである。或いは斎藤七

郎左衛門版は同寺が浄土宗に改宗した正徳2年以

前の図である可能性がある。

従来，こうした図柄のみの比較によって刊行年

代を推定することが多かった。しかしながら，江

戸時代に休み茶屋や宿屋で発売されていた絵図が

今日の最新地図のように，年々の鰍密な改訂が加

えられていたとは考えられない。同じ版元にて再

版が行なわれる場合には，かぶせ彫りによる場合

が多く，同一内容になることが多い。又前掲 「鎌

倉名所記」を例に引けば，文政6年修造の毛利季

光の墓が初めて記されるのは30年後の安政版であ

る。こうした地方の絵図は，同時期の v江戸図”

u京都図”収大坂図” とは大いに異な り，いずれ

も粗雑な料紙（本図は4紙の貼り合せ）による稚

拙な印制であるので，より古様に見え， 刊行年代

の推定は難しい。本図も又，磨滅した印面から見

ると，或いは元文 ・寛保（1740年代〉迄降るのか

もしれない。しかしながら，大仏や漁師の顔形に

は享保年中 (1716～1736）の刊本の挿画lこ共通す

る特徴がうかがえる。今の所， 〔江戸中期干IJ〕或

いはやや詳しく〔享保頃刊〕とでも推定するのが

無難かと思われる。

(66×47cm0四周単辺56×38.5cm) 

三国図書館 ・情報学会

昭和52年度研究大会のお知らせ

日時： 11月12日（士） 10 . 00～5・00

場 所．慶慮義塾大学三回校舎 522番

申し込み先：三国図書館 ・情報学会

電諮問一453-3920

なお，記念講演として，沢田允茂文学部教授

「思考の進化」を予定しています。
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~ 本を読むとか，ほとんど人のいない図書館で過す 号
~ 図書館．そして本の選択 とかがおおくなった。私のなかで薄暗い蔵，関散 g 
ト とした図書館，うだるような暑さのなかで古本屋 ~

::;E 岩聖子節夫 を漁ること，銭湯帰りに寄った貸本屋などが絵に 二＊ 

g なり，風景になっている。 開
〉

p,: 私の本に対する最初の意識的な選択は，小学生 ところで，昨年海外に行き，フランス，イタリ ~ 

~ の頃，「講談社の絵本」「少年倶楽部」「諦海J，な ー，エジプト，イギリス，アメリヵ，カナダ等の g 
ト どの雑誌を友人から借りて読むことから始ま り， 各国の本屋，大学図書館I，公共図書館を見聞する ~ 
＊本

塁 やはり借りることが多かったが，高垣鉾，山中峯 機会を得ることができた。それらの図書館の多く 吋

g 太郎，南洋一郎などの著作を読みあさることにあ の施設は非常に立派で近代的で，効率よく処理で ご
を った。 きるようになっており，目を見張らせられた。読 ~ 
ω 中学校 （岡山県北部津山市にあった。 l日制で， 舎をする環境は万全といえる整った図書館が多く 0 

~ 今のように学区制ではなかったので，他県から入 あつむ しかし，ある目的のために本を読むとい ？ 
湾 学者も多しかなり広範囲の本の名前を耳にする うこと，また知識のための読書をすることに配慮 ＝ 。ことができた）に入学すると，江 ... 軍事h されすぎており ，私のよ うに閑散 〉

を 戸川乱歩，糊正史などの著書を T ナ『 とした薄明りのなかで読書をした 河

ω 貸本屋から借りて読むことが多く ..A .. l勧岳、 ことが多く，その次元のなかで読 2 
ヒなる。そして古本屋で気にいった a室内』開阻 害して過すことがありすぎた者に で
~ 本時るのが日諜のようにな っ ,,,,,, - W崎一 とって身につまされる思い什 ..., 

0 た。ボードレ－，v，ランボー，中 置孟阻W 司 る。私の読書についての楽しみ 〉

雪 原中也，富永太郎などの詩集時 ~ は，砂漠のなかを一人歩くときの ; 

ト んだのがその頃である。やがて， 白直国 孤独の思い叫たもので，多くの ~ 
＊ 出来たばかりの図書部に入部し， 1τ1T1r111 関覧者のなかで孤独を見出し，確 ＊ 

~ 峨図書館の数千冊の蔵書を先 柄酬 認することではないようだ。 日
~ 生の指導のもとで， 他の部員とと 建諺 私の海外での旅の終り近く， ト 完
〈 もに整理 ・分類する作業をつづけた。その間， 書 ロント大学の近代的高層ビノレの図書館をエレベー 。
巳 庫の酬の上で居眠りをしたり ，薄暗い舗のな ターで案内してもらい，その機能的であるのに驚 ~ 

嘆し， その足で「ナイヤガラの滝Jをパス見物に 二
出かけた。カナダ側から滝を備隊していると，年 開

親父の書架，蔵にあった本から始まり，友人， とった日本人が一人近づいてくるのが見えた。そ 完
ω 鉢屋の本，学校図書館の本，そしてわずかの自 の人はかつて中学校でともに，図書を「日本十進 g 
← 分の本などを乱読したわけであるが，よく利用し 分類法」で整理したときの先生であった。 36年ぶ 室

主 た図書館があった，それは中学校から蜘を越え りに 「ナイヤガラの滝川の出会いとなった。ま 二
0 たところにあ り，ト ンガリ帽子の塔のある西洋風 さに本をきっかけの奇遇である。 開

~ 建築のキリスト教公共図書館である。創立時 （大 先生が「よいのは滝だけだねJといって，アメ 見
〈 正15年〉から無料公開されており，キリスト教関 リカ側に立去っていくのをながめながら，私の本 0 

己 係の図書が主で，宗教哲学，社会科学，自然科学 との出会いはしつらえられた施設のなかではあま ~ 
＊ 等蔵書は数万冊もあった。私は考古学の本を読み りなく ，よい本に出くわすことは思いがけなく笑 ＊ 

ぎ に行き，関覧室で2・3名の閲覧者と昼下 りを読 然やってくるなあと思い，自分の心情に合致する '.::! 
0 若手して過すのが楽しみであった。 図書館で読書をするおのれの姿を妄想するのであ 〉
戸 大学に入学して， 寄宿舎生活を 4年間過すこと った。 月？

ー になったが，休暇で誰もいなくなった部屋で一人 （塾監局 庶務課長） る
← 玄

後 TEAROOM併 TEAROOM保 TEAROOM発 TEAROOM骨 TEAROO M持 TEAROOM侍 TE * 

＊

2
0
0
出
〈

であった。

かで雑談したのも，妙に印象に残る楽しい思い出
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学 術 情報流通体 制の 整備 と三 田情報

セ ンターにおける 資料組織」二の問題

r 
(} 

近年における学術研

究の著しい発展は，研

究成果を新たに公の流

通の場に提供する学術

研究資料の生産に，爆

発的な増加を招いただ

すでなく，それらの資料の所在や大綱を示す目

録，書誌，索引，抄録などの二次情報の役割を高

め，また，研究に利用される文書，数値，図形な

ど研究資料 ・データの重要さをも増した。記録の

媒体も図書 ・雑誌といった印刷物を越えてマイク

ロ資料，聴覚資料，磁気テープなどに及んでいる。

諸科学の専門分化，ち密化の反面，個々の専門分

野を超えた境界領域，複合領域など，既存の知識

体系では接近できない分野の出現や研究の大型化

が見られ，学術研究自体の内在的な状況変化が激

しヤ。学術情報に対する研究者のニーズ，利用方

法も複雑化，多様化して，必要な情報を効果的に

選び出す困難さが，研究者に指摘されるに至っ

た。欧米や国際的な学術情報処理システムでは，

当該分野の多量の学術研究資料を網ら的に収集

し，電子計算機による処理によって印刷l物，磁気

テープなどの二次情報を生産し，情報検索技術を

用いて，主題別，研究クツレーフ・別のサプ ・ファイ

ノレを編集し，選択的情報提供サーピスやそ及検索

サービスなど迅速，的確な流通，利用を図ってい

る現状である。

このよう な情勢の下では， 国際的観点に立って

掴際協力を配慮しながら，学術情報の生 産 ・伝

達 ・処理 ・蓄積 ・検索 ・提供という圏内の流通体

柳屋 王良博
（日吉情報センター副所長〉 ミ

制を国の施策として確立することが急務である。

文部大臣の諮問機関である学術審議会に置かれた

学術情報分科会の「学術情報の流通体制の改善に

ついて（報告）」（昭和48年7月〉，文部省学術国

際局の 『我が国の学術』（昭和50年8月）は，こ

うした施策の表明である。すなわち，在来の形の

情報流通体制（第 1図書館システム）の抜本的改

善を図り，情報の蓄積と流通の国 レベノレの拠点と

して，学問分野ごとの学術研究資料館の新設を検

討するとともに，第 1システムでは応 じられない

二次情報の高次利用を目的として，電子計算機，

通信回線を中心とした情報検索を駆使する国レベ

ルの中枢機関（第2図書館システム〉の確立を構

想、している。

わが国の大学では，教室 ・学科単位に必要な図

書資料をまず蓄積し，次に個々の図書館に蓄積し

て利用するのが通例である。全国の図書館聞のネ

ットワークによって相互貸借，文献檀写の行われ

るのは，最後の段階である。確かに，図書資料を

身近な所に置いて利用できることは，研究者にと

って望ましく，研究のための必要条件でさえある

かもしれない。しかし，学術情報量の増加に対す

る図書費の制約と収納スペースの物理的限界のあ

る現実では，従来の対応だけでは，学術研究の障

害とならざるをえない。国公私立の総体としての

大学図書館は情報の蓄積量と しては，最大の所蔵

拠点であり，第 1図書館システムでの基盤的役割

を果たす義務がある。激増する内外出版物を効率

的に収集して利用を促進するには，個 の々大学レ

ベ／レ，地域レベ／レ，国レベルで，それぞれの計画

的収集，大学のわくを越えた資料の分担収集，整
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理の一元化を行い，相互にネ ットワークを組んで

相互利用を図るなど， 図書館聞の相互協力体制を

整備する必要がある。大学図書館改善協議会の審

議（昭和51年 3月〕や日本学術会議の 「人文社会

科学系外国図書に関する大学共同利用図書館の設

立について」（昭和49年11月〉という勧告の志向

するところも，現実の大学図書館の改善による学

術情報の流通体制の整備であり ，これによ って，

学術の研究成果を人類の知的共有財産とすること

も可能となる。

慶慮義塾大学研究 ・教育情報セ ンタ ーの発足は

昭和45年4月であったが，これは，大学の情報提

供機関の管理体制，機能の改善 ・改革を他大学に

先駆けて着手した ものであった。新図書館 ・研究

室棟（三田）建設調査委員会の答申が塾長に提出

された 7年後の現在，書j牽・閲覧・利用スペースの

狭あいとν、う発足当時からの施設上の懸案に，手

がかりがつけられたわけである。三回情報セ ンタ

ーには， 専門課程の学部学生， 大学院生，研究者

とu、う利用者数も利用形態も違う広範な利用者層

を対象としながら，学習図書館，研究図書館，総

合図書館，保存図書館という大学図書館の異質の

機能を，同一施設の中で並置， 共存させ，しかも，

全学的な連絡，調整のもとに運営 ・管理せざるを

えないと U、う難題が横たわっている。 建設の成案

をう る過程で，論議が紛糾するにしても， トータ

ルシステムとしての学術情報流通体制の整備の中

で，その一翼としての大学図書館のネ ットワーク

の必要という時代の大勢に逆らってはなるまヤ。

同一大学，しかも， 同じキャンパス内に分散する

資料群の一体化，一元的な資料の組織化，およ

び，全学共通施設としての資料利用を図ることな

くして時代の要請に答えること ができる とは考え

られない。西欧追随型の学術研究ではなく ，学術

情報の網ら的収集に立脚して， 創造的な学術研究

を振興するためには，情報利用の閉鎖性から脱却

しなければな らない。

II 

図書館資料の組織化， すなわち，図書館資料そ

のものを利用者の要求を考慮しながら，利用しや

すい状態に整理し，資料の記録を作成し，その記

入を配列して目録を編成すること ，それによって

蔵書の内容に関する情報を提供するという業務を

担当してきた立場か ら，図書館資料の組織に関す

る具体的な問題に触れてみたU、。所蔵資料の利用

のしやすさ，必要とされる情報の提供は，資料組

織化の成否にかかっていると いって過 言 ではな

く，センターにおけるそのほかの業務に比べて，

改善の遅れが目 だつからである。

センターの発足とともに，研究室 ・図書館資料

に対して， 和洋それぞれの標準目録規則を採用

し，全国的目録作成機関である日 ・米の印制カー

ドの導入も図ってきた。 しかし，個々の目録記入

によ って編成されるカード目録自体には，研究

室 ・図書館聞に差違がある。センタ 一発足以前の

ものを踏襲したという制約に もよるが，検索ツー

ルとしてのカード目録の全体的体系を有機的な統

一体として整備する必要があ り， 現在，まだ作業

途中である。（別掲「三回情報セ ンタ 一目録体系」

参照）また，本来一つのものとして考えられるべ

き三回情報セ ンタ ー資料は，研究室と図書館の二

つの コレクシ ョンに分割されてお り， しかも，研

究室資料は'l7あまりの専攻 ・学科 ・学部の資料群

に細分されたままである。

かつて，三国情報センター内部で，研究室 ・図

書館の二つの大きなコレクショ ンを，一つのコレ

クションとして再編成する ことの可能性が検討さ

れた。一応の結論は出されたが，それに基づく蔵

書再編成 ・再分類計画は実施；こ至らなかった。そ

れは，この作業が，数十万冊もの膨大な量の資料

を対象としなければならない こと，さ らに，標準

的な図書分類法の採用に関して，教員利用者から

の賛成を得られなヤのではあるまし、かという危ぐ

の念があったからである。 30年近くの聞に形成さ

れた既存コレクションの崩嬢による研究上 の障

害，選書I時の分類部門指定による資料検索の便

宜，研究目的に従って図書を分類すべきだとする

考えが研究者の中にはある。 他方，図書館におけ

る図書分類法の原則は，当座の特異な利用目的で

はなく，永続性を日的とするため，個々の図書の・

内容に忠実に従うことであ り，食い違いがある。
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採用される分類法，分類に対する考え方の違いに

ついては，三国情報センターと利用者の聞で，さ

らに協議される必要があるが，図書館サービスの

原点に立ち返ってみれば，現在のままの状態で

は，所蔵資料の効率的，的確な利用は妨げられて

おり，この計画の実施に向かつて努力すべき余地

があるよ うに恩われる。

目録体系の整備と分類統ーという資料組織上の

課題は，実は，一つの問題の表裏にすぎなヤ。研

究室 ・図書館のそれぞれのコレクションに対する

カード目録が個別に編成されているため，両者を

統合するものとして，合同目録がある。目録体系

上の違いは，洋書書名目録の有無と資料内容の主

題からの検索に答える分類目録の有無である。研

究室の資料群全体に共通する分類法が採用されて

いれば，直ちに，研究室分類目録の編成が可能で

あり，さらに，研究室 ・図書館の分類法が同一で

さえあれば，二つのコレクションを統合し，一体

化する分類目録の誕生となる。つまり，分類統一

問題が解決すれば，目録体系の整備も同時に決着

がつくといえよう。

主題からの検索手段を欠いたままの「調整され

た分散方式」，すなわち，分散した資料の所在を

著者名，および／もしくは，書名の目録によ っr

のみは握できるだけに終わってよいものであろう

か。すべての利用者の要求に答え，しかも，学問

の体系と完全に一致する分類法など存在するわけ

もない。しかし，資料そのもの，あるいは，目録

を検索する場合，図書内容の主題（あるいは形式）

の類似性に基づいて，同一 ・同種のものが集中

し，関連主題が隣接し，理論的な順序に配列・体

系だててあれば，資料の利用効率の高まるのは明

らかである。専攻 ・学科 ・学部のわくを越える特

定の主題資料を求めて，書庫内各層を駆け巡る必

要もなU、。地域研究など多様で複雑な研究テーマ

には，標準分類法では対応しきれないものもあ

り，独自の分類目録など，書昔、上の対策も考慮し

なければなるまい。それにしても，全学共通施設

のコレクションを一つのものとして，集中化する

ことを考えてはいけないのであろうか。所蔵資料

の集中か分散は，賛否対立し，全学的協力体制を

崩嬢させるものかもしれない。しかし，将来計画

を検討中の今こそ，取りあげられるべきではある

まいか。情報センターに関与する者であるかぎ

り，結局，避けて通ることのできない根本問題な

のである。

目録体系の整備としては，コレクションの分散

を踏まえて，合同目録の充実が図られてきた。セ

ンタ 一発足以前の研究室洋書 ・著者名目録や戦後

一時期の図書館和漢書 ・著者名目録の合同目録へ

の絡み込み作業は完了し，現在，研究室和漢書 ・

著者名目録の作業中であり，明治期から太平洋戦

争中までの図書館和漢書 ・著者名目録についても

準備段階にある。厳密には，目録欠除部分，書誌

上の記載事項の精粗，カード配列の乱れもある

が，現存するカード目録の統合，廃止，転換およ

びカードの複製によって，検索ツー／レ整備への多

難な努力が続けられねばならない。

書誌情報の国際的な伝達手段として，国際標準

書誌記述や国際逐次刊行物データシステムが制定

され，国際的に標準化されたフォーマ ットにのっ

とったMARCを開発して自国の全図書誌を磁気

テープに収め，国レベ／レのネ ットワークを組んで

相互に交換 ・利用する Universa! Bibliographic 

Controlの実現を目指す活動が各国に見られる。

目録規則の国際的な標準化を目的としながら，基

本記入制の伝統を踏襲する英米系規則と，基本記

入制を廃止して記述ユニ ット・カー ド方式となる

日本目録規貝I］・新版（草案）とには，大きな違いが

ある。センタ一発足後，基本記入一枚だけで編成

してきた和漢書合同目録や，同一分類記号内の資

料を一定の順序に個別化する図書記号法への影響

は必至である。標目表最終案の公表されたNDC 

新版8版の適用問題もなおざりにはできない。

料組織の局面だけにかぎってみても，世界的動向

を反映して，変革と流動の時代の渦中に置かれて

いる。それだけに，本塾大学の研究 ・教育の発展

に寄与すべき情報センターの職員としての責務を

痛感せずにはおれないのである。
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三 国 情 報 セン タ一 目録体系 く洋書閲覧用＞ 1977年9月現在

検索の ｜
手がかり ｜

目 録の 名称 所場置設 備 考

1. Catalogue of the Keiogijuku Libra-I：書庫棟3階， ｜ほぽ1927年まで，厳密には1925年までの

ry (classified) 1929年刊の巻末索引 ｜レフ アレン ｜受入図書を収録。2, 3に非収録分をも

〔冊子体1冊〕 ｜ス・ルーム ｜収録。

2. 図書館著者名目録 〔カード〕 図書館玄関 ！1の一部を欠くが，現在まで。人名 ・件

ホール ｜名（被伝者名，被研究者名〉でも検索可

能。

著者名

からの検索

3. 合同目録 〔カード〕 図書館蔵書については， 2の備考に同じ。

研究室蔵書については，倉JJ立以来現在ま

で。昭和45年3月までのロシア語と資料

室分を欠く。

書庫棟3階 （図書館蔵書については，昭和45年3月ま

1 で，原則として著者名で，以降，著者名

lあるいは書名で検索のこと。

l 研究室蔵書については，昭和45年3月ま

｜で，著者名，書名とも検索可能。以降，

｜著者名あるいは書名で検索のこと。

書庫棟3階

14. ロシ’ア語合同図録 〔カード〕

書名

からの検索

図書館蔵書には書名目録なし。ただし，

著者のないもの，編さんもの，総合書名

のある合集，逐次刊行物等は， l～4を

書名で検索してみる必要がある。

5. 研究室書名目録 〔カード〕 書庫練3階 ｜創立以来現在まで。昭和45年3月までの

ロシア語と資料室分を欠く。

6. Catalogue of the Keiogijuku Libra・ I書庫棟3階，11に同じ。12門（旧分類） 分類目録。

ry (classified) 1929年刊 〔冊子体1Iレファレン

冊〕 ス・ルーム

7. 慶慮義塾図書館分類目録 1977年刊 ｜書庫棟3階， ｜昭和36年12月までに整理ずみのもの。 12

主題 ｜ 〔冊子体4冊〕 ｜レフアレン ｜門（旧分類）分類目録で，6の一部を欠

からの検索 ス ・ルーム ｜く。

8. 図書館分類目録（NDC) 〔カード〕 ｜レフアレン ｜昭和37年 1月以来現在まで。日本十進分

ス・ルーム ｜類法による分類。

I l概蛾香川分類目録な し。
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三 田情報センタ一目録体系

検索の ｜
手 がかり ｜ 目 録 σコ 名 称、

著者名

からの検索

書名

からの検索

主題

11. 図書館著者名目録（小型サイズ）

I 〔カード〕 － 
I 2. 図書館著者名目録（標準サイズ〉

〔カード〕

4. 合同目録〔カード〕

I ~~に； ｜
｜；？に 1

1醐 3階｜

庫棟3階

Is. 慶慮義塾図書館和漢図書目録明治451レフアレン

年刊の巻末索引 〔冊子体目録1冊〕 ｜ス ・ルーム

6. 図割措名目録〔カード〕 ｜図書館玄関 ｜
｜ホール ｜ 

7. 研究室書名目録〔カード〕 ｜開3階｜

＆ 慶慮義塾図書館和漢図書目録 明治45Iレフアレン ｜

年干I] 〔冊子体1冊〕 ｜ス・ルーム 1

9. 慶慮義塾図書館和漢図書分類目録 ｜閲覧課，レ

昭和11～17年干I] 〔冊子体4冊〕 ファレンス

・／レーム

か吋索 阿 占E義翻書館分類目録 1幻7年

〔冊子体8冊〕

一一一

書庫棟3階，

レファレン

ス .Iレーム

＜和漢書閲覧用＞

備 考

明治期から第2次世界大戦中まで。4に

組み込み予定。

第 2次世界大戦後，現在まで。昭和45年

3月までは4と同一。

創立以来現在まで。昭和45年3月までの

資料室分を欠く。4に総み込み予定。

図書館蔵書については2の備考に同じで

あるが，昭和45年4月～52年3月整理の

ものは，著者名あるいは書名で検索のこ

と。研究室蔵書については，昭和45年4

月以降のものであり，著者名あるいは書

名で検索のこと。1,3を組み込み予定。

昭和白年4月以降，人名 ・件名（被伝者

名，被研究者名）でも検索可能。

明治44年12月現在。10円分類目録

明治45年 1月以来現在まで。

創立以来現在まで。昭和45年3月までの

資料室分を欠く。

5に同じ。

第 1巻：昭和11年3月末現在

第2巻：昭和12年3月末現在

第4巻 ：昭和7年3月末現在

第5巻：昭和13年3月末現在。

昭和36年12月までに整理ずみのもの。12

門（旧分類）分類目録で8を欠く。

11. 図書館分類目録（NDC) 〔カード〕 ｜三戸~己主？現在一本十進分
｜ ｜研究室蔵書には分類目録なし。

備考 （洋書・和漢書共通〉

1. 日吉情報センターの洋書および和漢番目録が， 上記以外にレファレンス ・ルームに設置されている。
2. 資料室， レフアレンス・ルーム，雑誌室には， 上記以外に，それぞれのコレク ションの閲覧用カー ド目録が設
置されている。

3. 逐次刊行物（雑誌，紀要，研究報告，新聞，年鑑など）で現在継続して受け入れているものについては，コ ン
ヒ．ュータで打ち出した所蔵目録があり，それぞれのサービスポイントに設置されているe
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一一一一資 料

年次統計要覧 ＜昭和51年度＞

慶~義塾大学研究 ・ 教育情報センタ ー

I 図 書 費 く51年度実績及び52年度予算＞

年度
ト～～

51 年度実 績 ＜単位円＞

＼｜｜ 図舎支出 ｜図舎資料費 ｜ （計〉支部センター

三国 情報 センター 11 88, 553, oβ1 I 91,880, 172 1180,433,233 

図沓館 11 s1, os3, 061 785, 504 I 87, 838, 565 

研究室＊

指 定 寄 付金

91,094,668 91,094,668 

1,500,000 1,500,000 

（私大研究設備相当額） 11 c13, 600, ooo) ＊＊ 

日吉情 報センター 11 12, 432, 445 I 25, 934, 860 I 38, 367, 305 

図書館 11 12,432,445 I 1,124,920 I 13,557,365 

研究室＊ 24,8叩，940 I 24, 809, 940 

（私大研究設備相当額〉 ｜｜ (4，反l0,000) 市本

医学 情報セ ンター 11 36, 934, 105 ヲ
’

の
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35,499,880 

1,434,225 1, 434, 225 指定寄付金

ト一一一一一一一ー 一一一一一一一一一一一一II－一ーーー一一一一一

理工学情報センター 11 26,417,418 681, 137 I 27,098,555 

52年度予算＜単位 ：千円＞

図書支出 ｜図書資料費 ｜ ほ｜〉

1仇 342 ! 110,957 I 215299 

104,342 ; 1,284 I 1侃 ，6お

- 109,673 109,673 

15,216 47,489 

16,469 15,216 

32,273 

1,253 
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U
 

2
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uハU。LnU
 ，

 

l
 

qδ 

43,258 1, 320 44,578 

A
U
 

内

J勺，‘

，
 

F
3
 

勺
d 750 35,986 

II II 25, 561, 923 ！回1,131 I 26, 243, 060 

指定寄付金 1 855, 495 I - I 855, 495 

管理工学科寄託 1 (361,240〕l - I 本＊ ｜ 

（仰究設備相竺： i／~ - I ci，側側） ｜ ぃ " 

合 計 11164… 1119州 951 同… ）I1珂 052 I 1山 O
勺
L

E
J
 

内

d
’
 

今

Ja
4
 

今、》

ー

注〉 本特別図書費は含まず

料（ 〉内は合計欄には加算せず

私大研究設備相当額は私大研究設備助成金が51年度は打切られたため，義塾が臨時的に手当したもの
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Il-1） 蔵書統計 く年間受入及び所蔵冊数＞

内訳
言十支部センター

三回情報センター

単

11, 366 

年 ｜ 図書館 1: (5,422) 

研 究室 1: (5, 944) 

受 日吉情報セ ンター

入 図

冊； 研究室

数 医学情報センター

｜理工学情報センター
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ロ

所 図

数｜

計
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－
 

A
句勾，弓，

回nwd 

則

一

脱

4
4

一

n
B

89, 100 I 91, 619 I 1so, 719 

お

山

田

q

o

q

δ

 

凹

引

田

町

蜘

初

回

ロ

邸

内

h
u

a
q

。4
n

o

z
u

q
d
 

10, 709 14, 9邸 ｜ お，694

図

研 究

館 11 (74, 894)1 (6, 302)1 (81, 196) (6, 578): 

室 11 (36,3ゆ（臼，325 （飢724)11 ( 4, 131)! 
｜｜｜｜｜  累

き 医学情報センター

理工学情報セ ンタ－ r. 

合 計

ム
ロ

33,030 • 

(14, 729) 

(18, 301) 
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II-2） 蔵 統 計 ＜逐次引附物：タイトノレ数＞

タイト峨 ｜｜一ーと レ一二二~
同センター ＼｜  和 ｜ 洋 ｜ 計

ノンカレント カレント ・
ノンカレント
合 計和 ｜ 洋 ｜ 計ー

c¥:; c:;:fa ~I ~ 
1,032 l，利一1,1841 1, 539門司 仰
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u
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図書館 11 (371) 

研究室 11 (117) 

医学情報センタ－ !: 821 I 

理工学情報センター q
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d
 

A 
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H
H
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皿－1）利用 統計 ＜貸出及び閲覧冊数＞

内訳 館

支部センター 教職員

三国情報センター

図 fil 館

研究室

10,301 

(6, 720) 

(3, 581〕

日吉情報センター ii 3,102 

図書館 II o .002) 
研究室 II (2, 100) 

外

｜学

貸

生｜
51, 423 

(48,630) 

(2, 793) 

21,5叩

(21,590) 

理工学情報センター

~坦士三三二11＿二一｜一 一

出

（計〉

前年度比
館内関覧

館外貸出（計）

1.01 

64,239* I.OJ 

開 架 0.95 
ー＿，

I. 27 

14,633 1.29 

開 架 1.10 

61,724 

(55,350〕

(6,374) 

24,692 

(22,592〕

(2, 100) 

28,871 

11, 382 

ホ他に食重番閲覧： 1,072冊ハ12人

m-2） 利用 統計 ＜相互貸借〈複写依頼を含む）＞

～ 
依頼をうけた（貸〉内訳

支部センター 園内 ｜圏外 。

ぷロ当、 計

＼＼、、
国 外

三国情報センタ ー 1 89 634 

日吉情報センタ ー 69 。 79 2 150 

医学情報センタ ー 13,257 115 2,143 109 15, 624 

理工学情報センター 19, 116 。 957 116 20,189 

iロ>. 計 32,784 116 3,381 316 36,597 
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く複写サービス＞

学内｜学 外 ｜ （計〉 ，

~~I＃瓦「瓦数 i 件数 ｜ 枚可｜
竺竺と｜－竺：＿I一月 JIヱ竺：＿I」竺土 fl_ 31件

川 27 I 7 I 7 4 1i - I 51, 901 ii 

1~1－~1=2;22~1~i:~亙1 5,6槌コマ
礼節1 I 356,918 即位 ｜胤 769 I 礼 ω ｜臼1,687 1: 0 

’ 他にリコピー 548件I85,466枚及びPPC 275,205枚
料 コイン式Pp Cのため件数は不明，その他，リコ ピー 164件 I4, 137枚

F 

。

M 

26,920 

統

、＼、、

三国情報センター ＊

日吉情報センター料
(P PC) 

医学情報センタ ー

理工学情報センター

訳

用

内

利

支部センター

皿－3)

久

蔵

司

夫

武

夫

郎

進

夫

郎

道

博

充

滋

夫

昭和52年6月現在

商学部教授

医学部教授

同 上

工学部教授

向上

文学部教授（大社）

整監局長

日吉情報センタ一所長

医学情報センタ一所長

理工学情報センタ一所長

三回情報センタ一面lj所長

日吉情報センター高lj所長

医学情報センタ一副所長

理工学情報センタ一副所長

本部事務室長

博

良

軍事

義

秀

郁

義

大

成

邦

島

場

藤

地

尾

山

田

沢

崎

賀

川
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沢

野

西

福

牛

斎

｛

呂

国

機

鎌

三

保

有

石

柳

大

笠

安

＜研究 ・教育情報セ ンタ ー協議会委員＞

夫

生

郎

輝

巌

世

実

敬一郎

月半

己

司

熊

実

正

瓦

勝

精

正

正

軍日

広

暁

烏

雲

熊

回

坂

井

問

弁

悶

林

村

岡

山

中

国

高

三

大

生

石

嶋

藤

村

森

小

中

古

内

閉

山

石

情報センタ一所長

文学 部長

経済学部長

法学 部長

商学部長

医学部長

工学 部長

社会学研究科委員長

文学部教授

向上

経済学部教授

同上

｛ 法学部教授

j 同上

（ 商 学部教授

今号では前回に引続き「私の研究とライプラリーJを

特集テーマに選び，日吉と矢上から原稿を各一編ずつ掲

載致しました。ライブラリ ーが研究活動にどうコミット

できるのかという課題の探究に，更に真剣に取り組もう

とする姿勢の現れとご理解頂ければ幸いです。また，こ

れとの関連で新たに 「現状分析レポート」というテーマ

を設けました。これは義塾の情報セ ンターが利用者であ

る教職員及び学生のデマンドに対応しようとする現状の

姿を紹介するものです。ご意見 ・ご要望等をお待ち致し

ます。 （中島記）

（情報セ ンタ一本部）

（三国情報セ ンタ ー）

（日吉情報センター〉

上

員委

同

集

俊

富弥夫

縞

雅

紘

Jll 

島

木

渋

中

童告

コ」・2

ロ後集編

洋関

（医学情報センター）

（理工学情報センター〉
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